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要約 

このガイドでは、VMware Cloud Foundation（VCF）on VxRailソリューションのアー
キテクチャについて、その構成要素であるさまざまなコンポーネントを取り上げます。ビジネス
要件に不可欠な構成を選定するうえでの資料としてもお役立てください。 
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第 1 章 エグゼクティブ サマリー 
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ドキュメントの目的 .................................................................................................... 7 

対象読者 ................................................................................................................. 7 

リビジョン .................................................................................................................. 7 

 

  



 第 1 章: エグゼクティブ サマリー 

 

7 VMware Cloud Foundation 4.2 on VxRail 7.0アーキテクチャ ガイド 
 
  

VMware Cloud Foundation on VxRail 
VMware Cloud Foundation（VCF）on VxRail™は Dell EMC と VMwareが共同で設計した統合
ソリューションです。ソフトウェアデファインド データセンター（SDDC）全体の運用を、Day 0から Day 2
の段階に至るまでシンプルで効率的にし、自動化できる機能が実装されています。この新しいプラット
フォームはコンピューティング（vSphere と vCenter）、ストレージ（vSAN）、ネットワーク（NSX）、セ
キュリティおよびクラウド管理（vRealize Suite）といったそれぞれの機能に対応するソフトウェアデファイン
ド サービスを提供します。プライベートとパブリックどちらの環境にも適用できるこのサービスは、ハイブリッド ク
ラウドの運用ハブとなります。  

VCF on VxRailを利用すれば、完全に統合されたハイブリッド クラウド プラットフォームによってハイブリッド 
クラウドへの道が簡単に開けます。このプラットフォームには VxRailのハードウェアおよびソフトウェアのネイ
ティブ機能のほか、VxRail独自の統合（vCenterプラグイン、Dell EMCネットワーキング）が利用され
ています。これらのコンポーネントが連携することで、フルスタック統合によるターンキー ハイブリッド クラウドの
新しいユーザー エクスペリエンスを提供します。フルスタック統合とは、HCI インフラストラクチャ レイヤーとク
ラウド ソフトウェア スタックの両方を、ライフサイクルが自動化された完全なターンキー エクスペリエンス 1つ
で手に入れられることを意味します。  

ドキュメントの目的 
このガイドでは VCF on VxRailソリューションのアーキテクチャについて、その構成要素であるさまざまなコンポー
ネントを取り上げます。ビジネス要件に不可欠な構成を選定するうえでの資料としてもお役立てください。 

対象読者 
このアーキテクチャ ガイドは、事業上のニーズやビジネス要件を満たせるように SDDCやハイブリッド クラウ
ド プラットフォームを設計、導入する方法に関心がある経営者、マネージャー、クラウド アーキテクト、ネット
ワーク アーキテクト、テクニカル セールス エンジニアの方を対象としています。読者の方は一般的なネット
ワーク アーキテクチャの概念だけでなく、VMware vSphere、NSX、vSAN、vRealizeの製品スイートに
精通していることが望まれます。 

リビジョン 

日付 説明 

2019年 4月 イニシャル リリース 

2019年 9月 VCF 3.8および NSX-Tに対応。  

2020年 3月 VCF 3.9.1に対応。PKS、DRに関するガイダンスを削除。 

2020年 5月 VCF 4.0に対応。 

2020年 7月 VCF 4.0.1に対応。 

2020年 11月 VCF 4.1および VxRail 7.0.100に対応。 

2021年 3月 VCF 4.2および VxRail 7.0.131に対応。 

 



第 2 章: アーキテクチャの概要  

 

8 VMware Cloud Foundation 4.2 on VxRail 7.0アーキテクチャ ガイド 
 

第 2 章 アーキテクチャの概要 

この章は、次のトピックで構成されています。 

はじめに ................................................................................................................... 9 

VxRail Manager................................................................................................... 10 

SDDC Manager ................................................................................................... 10 

ネットワーク仮想化 ................................................................................................. 11 

vRealize Operations ........................................................................................... 11 

ログと分析 .............................................................................................................. 11 

クラウド管理 ........................................................................................................... 11 
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はじめに 
VxRailを基盤とする標準化された VMware SDDCアーキテクチャに Cloud Foundationを組み合わせ
た実装することで、インフラストラクチャをすべて仮想化し、完全な VMware SDDC環境を導入して、
SDDCのライフサイクル管理（LCM）を自動化できるというメリットがあります。このソリューションの構成
要素には、ネットワーク仮想化とセキュリティ機能を提供する NSX、SDSである vSAN、Kubernetesお
よび Tanzu Kubernetes Gridに対応する vSphere 7、SDDC LCMを提供する SDDC Managerが
含まれます。  

すべてのインフラストラクチャを仮想化することで、完全な仮想化ならではのメリットであるリソースの有効活
用、ワークロードおよびインフラストラクチャ構成の俊敏性、高度なセキュリティなどを実現できます。Cloud 
Foundation（特に VxRail上の Cloud Foundationの構成要素である SDDC Manager）を通じて
実現される SDDCのソフトウェア ライフサイクルの自動化は、SDDCのソフトウェアおよびハードウェア ス
タックの LCMをシンプルで効率的なものにしてくれます。  

スタックのすべての SDDC SW コンポーネントと HW コンポーネントをアップデートやアップグレードするのに、
いくつものツールを使用して手作業で対処しなくてはならないという悩みもなくなります。更新に関わるプロ
セスは SDDC Manager と VxRail Managerに用意されている共通の管理ツールセットを使用すること
で効率化され、完全に仮想化されたインフラストラクチャと、その SDDC インフラストラクチャの自動化され
た LCMによるデータ サービスのメリットが得られるようになっています。データ サービスの一例には、NSXの
機能であるマイクロセグメンテーションのような、ソフトウェアデファインド ネットワーキング機能を使用するもの
がありますが、以前は物理的なネットワーキング ツールを用いてそうした機能を実装するのはほとんど不可
能でした。 

もう 1つの重要な側面として挙げられるのが、SDDC コンポーネントを組み合わせて導入する手法として、
統合クラウド ソフトウェア プラットフォームである Cloud Foundationにより標準化されたアーキテクチャを
取り入れていることです。プラットフォームに標準化された設計が取り込まれているということは、コンポーネン
トが相互に正しく動作することをデル・テクノロジーズが保証しているということです。そのため、自動化された
検証済みの方法を使い、安心してエンドツーエンドのスタック全体を現在の既知の良好な状態から次の
状態へと移行させることができます。 
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図 1： アーキテクチャの概要 

VxRail Manager 
VCF on VxRailでは、vSANを使用した vSphere クラスターの導入と構成を VxRail Managerを介し
て行います。VxRail Managerは完全に統合されたシームレスな SDDC Managerによって調整された
プロセスを利用して ESXi、vSAN、HW ファームウェアの LCMを行い、ハードウェア コンポーネントの正常
性を監視し、リモート サービスのサポートも提供しています。唯一無二のハイブリッド クラウドによるターン
キー エクスペリエンスを可能にしているのはこのレベルの統合であり、ここには他のインフラストラクチャにはな
い強みがあります。 

VxRail Managerが HCIのハードウェアとソフトウェアの仲立ちとなることで、すべてのライフサイクルが一括
管理されます。仲介役という機能や、導入および製品のライフサイクルにおける更新、監視、保守の各
フェーズにわたる自動化という観点に注目すると、運用者の負担を解消してくれるという点に VxRail 
Managerの価値があります。自動化は運用効率を向上させ、LCMのリスクを低減します。何よりもスタッ
フの力を別の場所に向けられるようになり、インフラストラクチャの維持に時間を費やすのではなく、ビジネス
上の価値を生むことに注力できるようになるのです。 

SDDC Manager 
SDDC Managerには、ESXi と VxRailの vSANレイヤーで動作する vCenterおよび NSXの導入、
構成、LCMを調整する役割があり、複数の VxRail クラスターを（複数の）ワークロード ドメイン
（WLD）として統合します。可用性ゾーンが複数（マルチ AZ）の場合、SDDC Managerはデュアル
可用性ゾーン（AZ）のWLDに拡張クラスター構成を作成します。 
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ネットワーク仮想化 
VMware NSX Data Centerは仮想クラウド ネットワークを実現するネットワーク仮想化とセキュリティのた
めのプラットフォームであり、ソフトウェアデファインドの手法によるネットワーキングをデータ センター、クラウド、
エンドポイント、エッジにまで横断的に広げたものです。NSXデータ センターではスイッチング、ルーティング、
ファイアウォール、ロード バランシングなどのネットワーク機能がアプリケーションの近くにあり、環境全体に分
散しています。ネットワークは仮想マシンの動作モデル同じように、基盤となるハードウェアに依存せずにプロ
ビジョニングし、管理できます。  

NSXデータ センターはソフトウェア上でネットワーク モデル全体を再現し、単純なネットワークから複雑な
複数階層型ネットワークまで、あらゆるネットワーク トポロジーに対応できます。しかも作成、プロビジョニン
グにかかる時間はわずか数秒です。多岐にわたる要件を満たす仮想ネットワークをいくつも作成し、そこに
NSXのサービスを組み合わせて利用できます。マイクロセグメンテーションをはじめ、サード パーティーの多
様なエコシステムの統合が可能にした次世代のファイアウォールからパフォーマンス管理ソリューションまで多
彩なサービスがあるため、本質的により機敏で安全な環境を構築できます。そうしたサービスはクラウドの
内部だけでなくクラウドをまたいで複数のエンドポイントに拡張できます。 

vRealize Operations 
管理コンポーネントである vRealize Operationsでは、SDDC内のソリューションに関するデータを一元
的に監視し、ログとして記録できます。物理インフラストラクチャ、仮想インフラストラクチャ、テナントのワーク
ロードをリアルタイムで監視することで得られた情報によって、インテリジェントで動的な運用管理が実現し
ます。 

ログと分析 
VMware SDDCのもう 1つのコンポーネントが、VMware vRealize Log Insight™です。直感的で実
用的なダッシュボード、高度な分析機能、サード パーティー製品への高い拡張性が特徴で、異機種の混
在環境に対応する拡張性のあるログ管理機能によって運用上の可視性の向上と、トラブルシューティング
の迅速化に効果を発揮します。 

クラウド管理 
Cloud Management Platform（CMP）は SDDCを利用する際に中心となるポータルです。VCFの
コンポーネントとして重要な位置を占める vRealize Automationでは、VMテンプレートやブループリント
を作成、管理、使用できるほか、IT部門やエンドユーザーに統合サービス カタログを提供して特定のサー
ビスを選んでもらい、インスタンス化のリクエストを受け付ける機能があります。  
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第 3 章 ワークロード ドメイン アーキテクチャ 

この章は、次のトピックで構成されています。 

はじめに ................................................................................................................. 13 

管理WLD ............................................................................................................. 13 

VIワークロード ドメイン ........................................................................................... 15 
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はじめに 
WLDは、1つの vCenter Server インスタンスによって管理される 1つ以上の Dell EMC 14G VxRail
クラスターで構成されています。WLDはネットワーク コアに接続され、データはそのネットワークを介して
WLD間で分散されます。WLDには VxRail クラスターと、さまざまなレベルのハードウェア冗長性を備えた
ネットワーク機器からなる多様な組み合わせを含めることができます。 

VxRail クラスターから個別の容量プールをWLDにまとめ、それぞれに専用の CPU、メモリー、ストレージ
要件のセットを割り当てることでさまざまなタイプのワークロード、具体的には Horizonや Oracleデータ
ベースのようなビジネスクリティカルなアプリケーションをサポートできます。VxRailの物理容量が SDDC 
Managerによって新たに追加されると、WLDの一部として使用できるようになります。 

導入できるWLDには次の 2つのタイプがあります。  

• 管理WLD。VCFインスタンスと 1対 1で対応  

• 仮想インフラストラクチャ（VI） WLD。別名テナントWLD 

各タイプのWLDの詳細については、次のセクションで説明します。 

管理WLD 
VCFの管理WLD クラスターを構成するには 4台以上のホストが必要です。さらにホストでプライベート ク
ラウド インフラストラクチャのインスタンス化と管理に使用されるインフラストラクチャ コンポーネントが稼働し
ている必要があります。管理WLDは最初のシステム インストール（または起動）時に、VCF Cloud 
Builderツールを使用して作成します。 

管理WLD クラスターでは専用の vCenter Serverを使用して vSphereが実行され、vSANストレージ
によってバックアップが行われます。クラスターでは SDDC Manager、VxRail Manager VM、NSX-T 
Managerがホストされます。vRealize Log Insight for Management ドメインのログと vRealize 
Operations、vRealize Automationはオプションのため、VVDガイダンスに従って手動で導入する必要
があります。メンテナンス作業の際に FTT=1 vSANを指定するには、少なくとも 4台のホストで管理クラス
ターを構成している必要があります。 

管理クラスターの導入と構成は全面的に自動化されますが、クラスターが稼働状態になったら、他の
VxRail クラスターと同じ要領で vSphere HTML5 クライアントを使用して管理します。 
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図 2： 管理ドメインのコンポーネント 

 

管理ドメインである vCenterの導入は、内部 VCSA環境を使用する標準的な VxRail クラスターの導
入プロセスを通じて行います。vCenterは SDDCの導入時に、VxRail Managerの外部 vCenter とし
て構成されます。このような変換が行われる理由は 2つあります。  

• vCenter同士の間でリンク可能な共通の ID管理システムを確立できる。 

• SDDC Managerの LCMプロセスにおいて、ソリューション内のすべての vCenter コンポーネント
のライフサイクルを管理できる。 

 

図 3： vCenterの設計 

vCenterの設計 
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VIワークロード ドメイン 
VI WLDは 1つまたは複数の VxRail クラスターを使用して構成します。VxRail クラスターが VI WLDの
構成要素です。VI WLDのクラスターは最小 3台のホストで構成できますが、メンテナンス作業で FTT=1
を維持できるように 4台のホストを使用することをお勧めします。この設定は最初のクラスターをWLDに
追加する際に選択できます。それぞれの VI WLD用の vCenter と NSX-T Managerは、管理WLDの
中に導入されます。  

NSX-T Manager（1つのクラスター内に 3つ存在）は、1つ目のクラスターが最初の VI WLDに追加さ
れたときに管理WLDに導入されます。それ以降の NSX-Tベースの VI WLDでは、どちらも既存の
NSX-T と NSX-T Managerを使用するか、新たに 3つの NSX-T Managerが設定された新規の
NSX-Tインスタンスを導入するかを選択できます。 

通常、最初のクラスターには NSX とコンピューティング コンポーネントの両方が実装されているため、コン
ピューティング クラスターともエッジ クラスターとも見なすことができます。NSX Edge ノードはこの最初のクラ
スターに導入できます。VI WLDの 2つ目以降のクラスターは、NSX Edge ノードをホストする必要がない
ため、コンピューティング専用のクラスターと考えてよいでしょう。 

Edge ノード クラスターに専用のコンピューティングや帯域幅が必要な場合は、それ専用のクラスターを 1つ
割り当ててもかまいません。 

 

図 4： NSX-T を全ドメインに配した VI WLDのコンポーネント設計 

VI WLD用の vCenterは SDDC Managerによって VI WLDの作成時に導入されます。導入される場
所は図 4のように管理WLDの中になります。既存の SSO ドメインに追加されると、1画面で管理用と
VI WLD用両方の vCenterを管理できるようになります。 

vCenterの設計 
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統合アーキテクチャ 
標準的な導入の場合、Cloud Foundationの管理WLDは各種のワークロードで構成されます。この
ワークロードにより SDDC向けの仮想インフラストラクチャ、クラウド運用、クラウド自動化、ビジネス継続
性、セキュリティおよびコンプライアンスの各コンポーネントをサポートします。SDDC Managerを使用すると
個別のWLDがテナント、つまりコンテナー化されたワークロードに割り当てられます。統合アーキテクチャで
は、Cloud Foundationの管理WLDによって管理ワークロードとテナント ワークロードの両方が実行され
ます。  

統合アーキテクチャ モデルには考慮すべき点として、次のような制限があります。 

• 統合アーキテクチャから標準アーキテクチャに変換する際は、新しい VI WLD ドメインを作成する
必要があります。これはテナントのワークロードを新しい VI WLDに移行しなければならないためで
す。この移行では HCXを使用する方法を推奨します。 

• 特定の VI WLDを構成によって一定のアプリケーション要件に適合させなければならないような
ユースケースには、統合アーキテクチャは対応していません。管理機能をサポートするために管理
WLDのどれか 1つにだけ変更を加えるような処理や、それに類するユースケースには対応できな
いということです。特殊な VI WLD（Horizon VDIや PKSなど）が必要になるアプリケーションが
計画に盛り込まれている場合は、標準アーキテクチャの導入を検討してください。 

• 標準アーキテクチャでは、ライフサイクル管理を個々の VI WLDに適用できます。Cloud 
Foundation on VxRailを対象とするアプリケーションに、基盤となるプラットフォームに対する厳密
な依存関係がある場合、統合アーキテクチャは選択できません。 

• 独立ライセンスは、個々の VI WLDに対してライセンスを適用できる標準アーキテクチャで使用で
きます。統合アーキテクチャにこのオプションはありません。 

• 統合アーキテクチャの拡張性は、標準アーキテクチャよりも柔軟性に欠ける面があります。統合
アーキテクチャではすべてのリソースが共有されるため、拡張できるのは基盤となる VxRail クラス
ターか、管理WLDが 1つしかない構成をサポートするクラスターに限られます。  

• VxRail クラスターが 2個のネットワーク インターフェイスを使用して構築されていて、VxRailのトラ
フィックと NSX-Tのトラフィックを統合している場合、クラスターに追加されるノードが使用できるの
は VxRailの Cloud Foundation用に使われている 2個の Ethernetポートに限られます。 

VCF 4.1では新機能として、VCF WLDまたは VCF クラスターを拡張し、管理元である中央の VCF イ
ンスタンスからリモートで操作するリモート クラスターが導入されました。これにより Cloud Foundationのす
べての運用管理を中央またはリージョンのデータ センターからリモート サイトに対して実行できます。一元
的な管理には、次のような重要な側面があります。 

• 技術者や管理者のサポート担当者をリモート拠点に配置する必要がなくなり、運用コストの大幅
削減と効率性の向上につながります。 

• エッジ コンピューティングを活用することで、地方自治体の規制による地域限定のデータ要件にも
顧客が対処できます。 

• VCF リモート クラスターにより運用を標準化し、リモート拠点を対象とする管理やソフトウェア アッ
プデートを一元化する手段を確立できます。 

次の図は、リモート クラスターが配置された 3つのエッジ サイトを構成要素として持つリモート クラスターの
特徴を示したものです。 

リモート クラスター 
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図 5： リモート クラスター導入 

リモート クラスター導入 

リモート クラスターを導入するには次の要件を満たす必要があります。 

• 10Mbpsの帯域幅。 

• 50 ミリ秒 RTTのレイテンシー。 

• Edge（ROBO）サイトがサポートするノード数は 3～4まで。 

• プライマリおよびセカンダリのWAN リンクをアクティブにすることを強く推奨。 

• DNSおよび NTPサーバーをローカルで利用できること。または中央サイトから Edgeサイトにアク
セスできること。 

• WLDの NSX-Tホスト オーバーレイ（Host TEP）VLANに対して DHCPサーバーが有効で
あること。これは NSX-Tが VI WLDの Edge トンネル エンド ポイント（TEP）を作成する際
に、DHCPサーバーから TEPに IPアドレスが割り当てられるため。Edgeサイトのローカル環境で
DHCPサーバーを利用できること。 

以上の要件を満たしていないとシステムの整合性、安定性、耐久性、エッジ ワークロードのセキュリティに
影響します。 

リモート クラスターの導入方法は基本的には 2種類あります。サイトごとに専用のWLDを用意し、その中
に 1つ以上のクラスターを導入する方法と、リモート拠点では 1つのWLDの中にクラスターを導入しつつ
中央の拠点では既存のクラスターを導入する方法です。次の図は、各リモート サイトに 1つのWLDを用
意し、Edgeサイト 1の VI WLD 02には 2個のクラスター、Edgeサイト 2の VI WLD 03には 1個のク
ラスターが導入された構成を示したものです。 
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図 6： リモートWLD導入モデル 

2つ目の導入オプションでは、各サイトをリモート クラスターとして既存の VI WLDに導入します。次の図に
示すように、この方法ではリモートへの導入に必要な VI WLD と vCenterの数が少なくて済みます。この
シナリオでは既存の VI WLD 02に中央サイトのクラスターを 1個と、同じWLDに 2個の異なるエッジ サ
イトに属するリモート クラスターを追加しています。 

 

図 7： リモート クラスター導入モデル 

リモート クラスター ネットワークの設計 

リモート サイトでは各サイトに NSX-T Edgeを導入して North/South接続を確立する必要があります。
vCenter、SDDC Manager、NSX-T Managerなどの管理コンポーネントが確実に接続できるように、
中央サイトからリモート サイトへの接続を維持しなくてはなりません。さらに前述の要件で触れたように、
DNS と NTPサーバーが中央サイトで稼働している場合は、Edgeサイトからそれらのサーバーにアクセス
できる必要があります。 
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図 8： リモート クラスター ネットワークの設計 

WLDの機器実装図 
各WLDは、単一の vCenter Serverインスタンスによって管理される機能の論理的な境界を表します。 
1台のラック全体を使用して構成されることが多いですが、比較的小規模な環境の複数のWLDを 1台
のラックに集約することもできます。逆に大規模な構成では、WLDが複数のラックにまたがることもあります。 

次の図では、管理WLD と 1個のテナントWLD という 2種類のWLDが 1台のラックで構成されていま
す。なおテナントWLDを構成する場合、クラスターは 1個または複数使用することができますが、これにつ
いては後述します。 
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図 9： 1台のラックによるWLDのマッピング 

1個のWLDを隣接する複数のラックに拡張することができます。たとえば、1台のラックに収まらない数の
VxRail ノードを持つテナントWLDをサポートできます。冗長性へのニーズに応えるには、隣接する複数の
ラック間での拡張（図 10参照）が必要になる場合もあります。 
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図 10： 複数のラックにまたがるWLD 

 

管理ワークロード、テナント ワークロード、アプリケーションに関するそれぞれの要件に応じて、適切な
VxRailハードウェア プラットフォームを選択することが求められます。VxRail HCI ファミリーにはあらゆるタイ
プのワークロードに対応できるラインナップが揃っています。  

表 1： VxRail HCI製品 

Eシリーズ ノード Gシリーズ ノード Pシリーズ ノード Vシリーズ ノード Sシリーズ ノード 

ロー プロファイル 高密度コンピュー
ティング 

パフォーマンス最適化 VDI最適化 高密度ストレージ 

E560/F/N G560/F/N P570/F V570/F S570 

VxRailの 
ハードウェア  
オプション 
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Eシリーズ ノード Gシリーズ ノード Pシリーズ ノード Vシリーズ ノード Sシリーズ ノード 

1100 Wまたは
1600 Wの PSU  

10 GbEまたは
25 GbE 

NVMeキャッシュ
のサポート 

 

2000 Wまたは
2400 Wの PSU 

10 GbE 

Optaneおよび
NVMeキャッシュ 

多用途の SAS

キャッシュ 

1100 Wまたは
1600 Wの PSU 

20台の容量ドライブ 

10 GbEまたは 25 GbE

のサポート 

P580N 

1600 W、2000 Wまた
は 2400 Wの PSU 

20台の容量ドライブ 

10 GbEまたは 25 GbE 

NVMeキャッシュのサ
ポート 

2000 Wの PSU 

最大 3台の GPU 

8台以上の容量 

ドライブ 

10 GbEまたは
25 GbEのサポート 

 

1100 Wの PSU 

10 GbEまたは
25 GbEのサポート 

 

さまざまな VxRailハードウェア プラットフォームに合わせて SDDC コンポーネントのサイズを設定する方法
については、VxRailサイジング ツールを参照してください。 

 

https://vxrailsizing.emc.com/
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第 4 章 VxRail仮想ネットワーク アーキテクチャ 

この章は、次のトピックで構成されています。 

はじめに ................................................................................................................. 24 

VxRail仮想分散スイッチ（システム vDS） ............................................................. 24 

VxRail vDSの NIC チーミング ................................................................................ 24 

追加の VCF NSXネットワーク ................................................................................ 26 

NSXネットワークを使用した VxRail vDS ................................................................ 27 

NSX vDS（2つ目の vDS） .................................................................................. 33 

2つ目の vDS（システムと NSX）のネットワーク トポロジー ....................................... 33 
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はじめに 
このソリューションでは、vSphereの機能であるネットワーク仮想化を使用して VxRail クラスターの導入と
運用を行います。VCFは基盤となる vSphereネットワークを利用することで、充実した機能を備えた包
括的な仮想化ネットワークをサポートします。 

VxRail仮想分散スイッチ（システム vDS） 
VxRailは管理WLD と VI WLDのどちらかのクラスターの構成要素となります。VxRail仮想分散スイッ
チ（vDS）はシステム vDS とも呼ばれ、VCFソリューションに必要なシステム ネットワーク サービス用の
仮想ネットワーク層を提供します。vDSは他の vDSの導入予定がない場合に、基盤となるネットワークに
NSXベースのWLDを提供することもできます。最適なパフォーマンスとセキュリティを得るには、専用の
VLANを使用して各 vDSの仮想ポート グループを分離する必要があります。VxRail クラスターの起動プ
ロセスには次の VLANが必要です。 

 

図 11： VxRailクラスターの VLAN 

VxRail vDSの NIC チーミング 
vDSのポート グループには複合的なチーミング アルゴリズムが適用されています。ノードの検出に使用され
る VxRail管理ネットワークではアクティブ アダプターとスタンバイ アダプター各 1台に対して、発信元の仮
想ポートに基づくルートベースのアルゴリズムが使用されています。この構成は VxRail Managerが接続さ
れている vCenter Serverネットワークにも適用されます。vSAN、vMotion、外部管理（vSphere）
ネットワークでは、負荷ベースのチーミング ポリシーが使用されます。  
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VxRailにはいくつかのネットワーク プロファイルがあらかじめ定義されており、必要なネットワーク設計と物理
ネットワークの要件に応じて、さまざまな構成の VxRailを導入するために使用できます。次の表は、あらか
じめ定義されたネットワーク プロファイルを使用して 2x10または 2x25の GbEプロファイルで VxRailを導
入した場合の、各ポート グループに適用されるチーミング ポリシーを示しています。 

表 2： 事前定義済みの 2x10または 2x25の GbEプロファイル 

ポート グループ チーミング ポリシー VMNIC0 VMNIC1 

VxRail管理 発信元の仮想ポートに基づくルート アクティブ スタンバイ 

vCenter Server 発信元の仮想ポートに基づくルート アクティブ スタンバイ 

外部管理 物理 NICの負荷に基づく経路 アクティブ アクティブ 

vMotion 物理 NICの負荷に基づく経路 アクティブ アクティブ 

vSAN 物理 NICの負荷に基づく経路 アクティブ アクティブ 

 
管理WLDまたは VI WLDのどちらかに、4x10のネットワーク プロファイルを適用した VxRail クラスターの
導入も可能です。次の表は、このプロファイルで作成された各ポート グループに適用されるチーミング ポリ
シーを示しています。 

表 3： 事前定義済みの 4x10のプロファイル 

ポート グループ チーミング ポリシー VMNIC0 VMNIC1 VMNIC2 VMNIC3 

VxRail管理 発信元の仮想ポートに基づくルート アクティブ スタンバイ Unused Unused 

vCenter Server 発信元の仮想ポートに基づくルート アクティブ スタンバイ Unused Unused 

外部管理 物理 NICの負荷に基づく経路 アクティブ アクティブ Unused Unused 

vMotion 物理 NICの負荷に基づく経路 Unused Unused アクティブ アクティブ 

vSAN 物理 NICの負荷に基づく経路 アクティブ Unused アクティブ アクティブ 

 
最終的に、VxRailバージョン 7.0.100では、次のネットワーク レイアウトで使用できる新しい 4x25のプロ
ファイルが導入されました。 

表 4： 事前定義済みの 4x25のプロファイル 

ポート グループ チーミング ポリシー VMNIC0 VMNIC1 VMNIC2 VMNIC3 

VxRail 管理 発信元の仮想ポートに基づくルート アクティブ Unused スタンバイ Unused 

vCenter Server 発信元の仮想ポートに基づくルート アクティブ Unused スタンバイ Unused 

外部管理 物理 NIC の負荷に基づく経路 アクティブ Unused アクティブ Unused 

vMotion 物理 NIC の負荷に基づく経路 Unused アクティブ Unused アクティブ 

vSAN 物理 NIC の負荷に基づく経路 Unused アクティブ Unused アクティブ 

VxRailの事前定義
済みプロファイル 
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VxRail 7.0.130では新機能としてカスタム プロファイルを作成できるようになりました。カスタム プロファイル
を利用すると、使用するアップリンクと vmnicのペアをシステム トラフィックのタイプごとに選択できます。
VCF on VxRailには、使用している VxRail vDSが 1個しかない場合に、VxRail管理トラフィックと
NSX-T トラフィックに vDSのアップリンク 1 とアップリンク 2を使用するという唯一のルールがあります。カスタ
ム プロファイルの詳細については、「VxRail vDS とカスタム プロファイル」セクションを参照してください。 

追加の VCF NSXネットワーク 
VCFでは、VCF起動プロセスに進む前に、管理WLD クラスターの VxRail ノードとつながる TORスイッ
チ上に VCF Cloud Builderツールを用いて次の VLANを作成、設定しておく必要があります。 

表 5： 管理WLDの導入に必要な VCF VLAN 

ワークロード ドメイン ネットワーク トラフィック サンプル VLAN 

管理WLD NSX-T Host TEP 103 

管理WLD NSX-T Edge TEP（AVNが有効） 104 

管理WLD Edgeアップリンク 01（AVNが有効） 105 

管理WLD Edgeアップリンク 02（AVNが有効） 106 

 

 

図 12： VxRail管理WLDクラスターVLAN（AVNが有効なアップリンクとエッジ） 

VCFで VI WLDを導入するには、TORスイッチに事前に次の VLANを追加、構成しておく必要があり
ます。 

VxRail vDSのカス
タム プロファイル 
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表 6： VI WLDの導入に必要な VCF VLAN 

ワークロード ドメイン タイプ ネットワーク トラフィック サンプル VLAN 

VI WLD NSX-T Host TEP 203 

VI WLD（エッジへの導入のみ） NSX-T Edge TEP 204 

VI WLD（エッジへの導入のみ） Edgeアップリンク 01 205 

VI WLD（エッジへの導入のみ） Edgeアップリンク 02  206 

 

注：Edgeへの導入は Day 2の段階にあたります。VI WLDを導入した後にエッジ自動化を利用するか、手作業
で環境を整えておく必要があります。 

NSXネットワークを使用した VxRail vDS 
導入に使用する vDSが 1つだけの場合、すべてのシステム トラフィックと NSX トラフィックがその vDSを
共有します。導入に使用できるものとして、あらかじめ定義された VxRail vDSのネットワーク プロファイル
が 4つ、2x10 GbEのアップリンクが 2つ、2x25 GbEのアップリンクが 2つ、4x10のアップリンクが 4つ、
4x25プロファイルのアップリンクが 4つ用意されています。2つのアップリンク プロファイルは 2x10 としても、
2x25 としても使用できます。次の 2つの図は、システム トラフィックと NSX トラフィックに使用される
VxRail vDSの接続およびチーミングの構成を示しています。実装されているネットワーク プロファイルはそ
れぞれ 2x10/2x25 と、4x10です。 

VxRail vDS と事前
定義されたネット
ワーク プロファイル 



第 4 章: VxRail仮想ネットワーク アーキテクチャ  

 

28 VMware Cloud Foundation 4.2 on VxRail 7.0アーキテクチャ ガイド 
 

 

図 13： 2x10/2x25の事前定義済みネットワーク プロファイルを使用した単一の vDS 
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図 14： 4x10の事前定義済みネットワーク プロファイルを使用した単一の vDS 

次の図は VxRailバージョン 7.0.100で導入された 4x25のプロファイルを示しています。NDC と PCIeを
併用することで、NICレベルでシステム トラフィックの冗長性を実現しています。ただし、アップリンク 1 とアップ
リンク 2を使用しているため、NSX-T Edgeのトラフィックについては NICレベルでの冗長性はありません。 

注：vCenterの導入後にアップリンク 1/アップリンク 3を使用して Edgeアップリンク ポート グループの NICチーミン
グを再構築すれば、NICレベルの冗長性を確保できます。 

7.0.130以降では、このプロファイルは推奨されません。標準に準拠しない配線構成になり、エッジ アップリ
ンク分散ポート グループとつながる NSX-T Edgeのトラフィックに対して NICレベルの冗長性を確保でき
ないためです。 
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図 15： 4x25の事前定義済みネットワーク プロファイルを使用した単一の vDS 

前掲の図では、スイッチとつながる NICポートのケーブル配線が標準とはやや異なることに注意してくださ
い。通常は vmnic2がファブリック A と、vminc3がファブリック B と接続されます。  

注：カスタム ネットワーク プロファイルを使用して VxRailを構成する際は、アップリンク 1および 2を管理トラフィック
が使用するようにしてください（Cloud Builderや SDDC Managerが使用するアップリンクと Edge TEPおよび
アップリンクを一致させるため）。 

VCF 4.2 と VxRail 7.0.131を使用する場合、4x25 GbEが実装された VCF on VxRail クラスター上
で NICレベルの冗長性を実現するには、vmnic とアップリンクのマッピング、およびアップリンクとポート グ
ループのマッピングによる VxRail vDS用カスタム プロファイルを構成する方法が推奨されます。マッピング
の対応付けについては下記の 2つの表を参照してください。マッピングはすべての VCF クラスターに
VxRail クラスターを導入する前、json ファイルを作成するときに実行する必要があります。 

  

VxRail vDS とカス
タム プロファイル 
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表 7： VxRail vDSにおけるアップリンクと物理 NIC とのマッピング 

vDS アップリンク 物理 NIC 

Uplink1 vmnic0 – NDC - ポート 1 

Uplink2 vmnic3 – PCIe - ポート 2 

Uplink3 vmnic1 – NDC - ポート 2 

Uplink4 vmnic2 – PCIe - ポート 1 

 

表 8： VxRail vDSポート グループ アップリンク マッピング 

ポート グループ チーミング ポリシー アクティブ スタンバイ 

VxRail 管理 発信元の仮想ポートに基づくルート Uplink1 Uplink2 

vCenter Server 発信元の仮想ポートに基づくルート Uplink1 Uplink2 

外部管理 物理 NIC の負荷に基づく経路 Uplink1 Uplink2 

vMotion 物理 NIC の負荷に基づく経路 Uplink3 Uplink4 

vSAN 物理 NIC の負荷に基づく経路 Uplink3 Uplink4 

 

注：管理WLDを VCFに導入する際または特定のクラスターを VI WLDに取り込む際に、すべてのポート グループが
アクティブ/アクティブの構成になります。ただし、例外的に VxRail管理だけはアクティブ/スタンバイのままになります。 

vDSおよびアップリンクと物理 NIC とのマッピングが反映された次の図は、4x25 GbE環境で VxRail 
7.0.131のカスタム プロファイル機能を使用した場合に、NICレベルの冗長性を実現できる構成になって
います。 

注：vDSでのアップリンクと vmnic とのマッピングに構成の誤りがあると、導入作業が失敗する可能性があります。  
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図 16： vDSおよびアップリンクと物理 NIC とのマッピングの構成 

注：10 GbEのネットワーク カードを使用してカスタム プロファイルで構成を作成する場合でも、前述の設計を実現
できます。 

先ほどの設計の別バージョンとして、vSANを専用の物理 NICのペアに振り分けるか、別のペアからなる
TORスイッチに振り分けることで、最大の帯域幅が確実に vSAN トラフィックに割り当てられるようにする
方法もあります。この方法であれば vMotionにアップリンク 1 と 2を使用させるという変更をカスタム プロ
ファイルで行うだけでよく、vSANにはそのままアップリンク 3 と 4のみを使用させます。 
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図 17： 単一 vDSでのカスタム プロファイルによる vSAN トラフィックの分離 

NSX vDS（2つ目の vDS） 
VCF 4.0.1以降では、NSX トラフィック専用の 2つ目の vDSを使用して、システム トラフィックと NSX-T
トラフィックとを完全に分離することができます。管理WLD と VI WLDのどちらも対象になります。管理
WLDに対して実行する場合は追加のオプション入力が必要です。2つ目の vDSは VCFの起動時に
Cloud Builderによって作成、設定されます。VI WLDの場合は、SDDC Managerの Developer 
Centerで提供されるスクリプトを使用して VI WLDにクラスターを追加する必要があります。vDSに必要
な追加入力は、スクリプトの実行時に指定してください。  

2つ目の vDS（システムと NSX）のネットワーク トポロジー 
2つ目の vDSには数種類のネットワーク トポロジーが用意されています。このセクションではそのトポロジー
の一部について説明します。以下の例では、vDSからの接続に焦点を当てています。カスタム プロファイル
の新機能に関しては非常に多くの組み合わせがあり、本ガイドには収まりきらないため、NIC カードから
vDSに対するアップリンクについては取り上げません。 



第 4 章: VxRail仮想ネットワーク アーキテクチャ  

 

34 VMware Cloud Foundation 4.2 on VxRail 7.0アーキテクチャ ガイド 
 

最初のオプションでは 4つの物理 NIC と VxRail（システム）vDS上の 2つのアップリンク、NSX vDS
上の 2つのアップリンクを使用します。 

 

 

図 18： 4個の物理 NICが実装された 2つの vDS 

2つの vDSを使用する設計を取り入れて NICレベルの冗長性を確保する場合は、カスタム プロファイルを
用いてアップリンク 1を NDCのポートに、2つ目の vDSのアップリンク 2を PCIeのポートにそれぞれマッピン
グするように構成し、すべてのトラフィックがアップリンク 1 と 2を使用する形で VxRail vDSを導入する必要
があります。そうすることで NICレベルでのシステム トラフィックの冗長性を実現できます。クラスターを VCF
に追加すると、残る 2つの物理 NIC（1つは NDCの、1つは PCIeのもの）を使用して NSXトラフィック
を NICレベルで冗長化できるようになります。その場合のネットワーク設計を表したものが次の図です。 

2つの vDS（システ
ムと NSX） – 物理
NICが 4個ある場
合のトポロジー 
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図 19： カスタム プロファイルと NIC レベルの冗長性を備えた 2つの vDS 

2つの vDS（システムと NSX） – 物理 NICが 6個ある場合のトポロジー 

2つの vDSに 6個の物理 NICを実装した設計には、2つのオプションがあります。1つ目は、VxRail vDS
に物理 NICが 4個、NSX vDSに NSXトラフィック専用の物理 NICが 2個あるという構成です。NSX-T
が専用の物理 NICを使用しなければならない状況で必要になる場合があります。専用のエッジ クラスター
は、すべての帯域幅を NSXトラフィック用として予約しておく必要がある場合のユースケースです。 

 

図 20： 2つの vDSに 6個の物理 NIC（オプション 1） 

6個の物理 NICを実装したオプションの 2つ目は、システム vDSで 2個、NSX vDSで 4個の物理
NICを使用します。この構成では転送ノード間における NSXの East/West トラフィックの帯域幅が増加
します。この設計のユースケースとしては、East/West帯域幅の要件が 2個の物理 NICの上限を超えて
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いる場合が考えられます。ホストのオーバーレイ トラフィックはソース IDのチーミングを利用することで NSX 
vDS上の 4つのアップリンクすべてを使用します。管理WLDで AVNが有効化されている場合、または
VI WLDでエッジの自動化が使用されている場合、Edgeのトラフィックは NSX vDSのアップリンク 1およ
び 2を使用します。Edgeのオーバーレイ トラフィックとアップリンク トラフィックも対象となります。 

注：AVNが有効化されている場合、または VI WLDでエッジの自動化が使用されている場合、Edgeのトラフィッ
クは NSX-T vDSのアップリンク 1および 2を使用します。VI WLDへのエッジ導入を手作業で行えば別の構成を
加えることができます。 

 

図 21： 2つの vDSに 6個の物理 NIC（オプション 2） 

次の図に示す 8個の物理 NICを実装したオプション構成では、ネットワークを高度に分離し、ホスト転送
ノード間の NSX East/West トラフィックの帯域幅を最大限に拡大できます。この構成ではスイッチのポー
ト使用数が多くなり、各ホストにはスイッチ 1台につき 4個のポートが必要となります。VxRail vDS（シス
テム）も NSX vDSも、ともに 4つのアップリンクを使用します。 

 

図 22： 2つの vDS（システムおよび NSX）に 8個の物理 NICを実装した設計 

2つの vDS（システ
ムと NSX） – 物理
NICが 8個ある場
合のトポロジー 
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第 5 章 ネットワーク仮想化 

この章は、次のトピックで構成されています。 

はじめに ................................................................................................................. 38 

NSX-Tアーキテクチャ ............................................................................................. 38 

NSX-Tネットワーク サービス .................................................................................... 39 
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はじめに 
VCF on VxRail用ネットワーク仮想化レイヤーの基盤は NSX-Tによって提供されます。ネットワーク仮
想化ソリューションでは、ソフトウェア デファインド ネットワーキングのアプローチでレイヤー2からレイヤー7に
及ぶネットワーキング サービス（スイッチング、ルーティング、ファイアウォール、ロード バランシングなど）を、
ソフトウェア上で提供します。これらのサービスは任意の組み合わせでプログラムを構築することができ、他
のネットワークから切り離された独自の仮想ネットワークをわずか数秒で作成できます。次世代のプラット
フォームとされる NSX-Tは、NSX-Vにはなかった新たな機能を提供します。NSX-Tはマルチクラウド接
続やセキュリティ面で最適な機能を提供し、Kubernetesや PKS、クラウド ネイティブ アプリケーションをネ
イティブにサポートします。  

NSX-Tアーキテクチャ 
NSX-Tは物理ネットワークと仮想ネットワークの間に位置する抽象化されたネットワーク仮想化レイヤー
で、一通りすべてのネットワーキング サービス（スイッチング、ルーティング、ファイアウォール、QoS）を再現
します。NSX-Tプラットフォームは複数のコンポーネントで構成され、管理、コントロール、データという 3つ
のプレーンで機能します。 

• NSX-T Manager 

• NSX-T転送ノード 

• NSX-Tセグメント（論理スイッチ） 

• NSX-T Edge ノード 

• NSX-T分散ルーター（DR） 

• NSX-Tサービス ルーター（SR） 

 

管理プレーンはシステムへの単一の APIエントリー ポイントとなります。ユーザーの設定、ユーザー クエリー
の処理、管理ノードやコントロール ノード、データ プレーン ノードに関するあらゆる運用タスクの実行を担
い、統合システム ビューを提供する管理プレーンは、NSX-Tの一元的なネットワーク管理コンポーネントで
す。NSX-T Managerは仮想マシンのフォーム ファクターで提供され、3台の VMを使用したクラスター化
によって管理プレーンの高可用性を実現しています。 

 

コントロール プレーンは管理プレーンから提供される構成に基づいて、システムのランタイムの状態を計算し
ます。また、データ プレーン エレメントから報告されるトポロジー情報を配布し、ステートレス構成を転送エ
ンジンにプッシュします。コントロール プレーンはデータ プレーンの転送ネットワークから切り離された、VLAN
でバックアップされたネットワーク上で動作します。NSX-Tによってコントロール プレーンは次の 2つの部分
に分けられます。 

• 中央コントロール プレーン（CCP） - CCPはマネージャーの NSX-T クラスターに実装されてい
ます。クラスターのフォーム ファクターによりリソースの冗長性と拡張性が提供されます。CCPはす
べてのデータ プレーン トラフィックから論理的に切り離されています。つまり、コントロール プレーンで
障害が起きても既存のデータ プレーンの機能には影響がないということです。  

• ローカル コントロール プレーン（LCP） - LCPは転送ノード上で動作します。制御対象となる
データ プレーンと隣接関係にあり、CCP と接続されている LCPは、データ プレーンの転送エント
リーをプログラムします。 

 

管理プレーン 

コントロール  
プレーン 
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データ プレーンはコントロール プレーンから入力されたテーブルに基づいてステートレス転送やパケット変換
を実行します。トポロジー情報をコントロール プレーンに対して報告し、パケット レベルの統計データを保持
しています。 

転送ノードはローカル コントロール プレーン デーモンを実行するホストであり、NSX-Tデータ プレーンを実
装した転送エンジンです。N-VDSには利用できるネットワーク サービスの構成に応じてパケットをスイッチす
る役割があります。 

NSX-Tネットワーク サービス 
NSX-Tはソフトウェア レイヤーに仮想化ネットワークを構築するのに必要な、レイヤー2からレイヤー7のす
べてのサービスをモダン ユーザー アプリケーション向けに提供します。次のセクションでは、そうしたさまざまな
サービスとその機能について説明します。 

 

これまで論理スイッチと呼ばれていたセグメントは、物理的なネットワーク インフラストラクチャから分離され
ているという点を除けば、VLANでバックアップされたネットワークに近いレイヤー2の構造を持っています。セ
グメントを作成できる場所は VLAN転送ゾーン内かオーバーレイ転送ゾーン内です。オーバーレイ転送
ゾーン内に作成されたセグメントには、該当セグメントに関連付けられた仮想ネットワーク識別子（VNI）
が付与されます。VNIの数は VLAN IDの制限を大幅に超えることができます。 

ゲートウェイとも呼ばれる論理ルーターは、分散ルーター（DR）とサービス ルーター（SR）という 2つのコ
ンポーネントで構成されます。 

DRは本質的には、複数のサブネットに接続された論理インターフェイス（LIF）を備えるルーターです。
カーネル モジュールとして動作し、ハイパーバイザー内で Edge ノードを含むすべての転送ノードに分散され
ます。DRは NSX ドメインに East/Westルーティング機能を提供します。 

サービス コンポーネントとも呼ばれる SRは、論理ルーターで配布できないサービスが有効になっている場
合にインスタンス化されます。該当するサービスとしては外部の物理ネットワークとの接続や、North/South
ルーティング、ステートフル NAT、Edge ファイアウォールなどがあります。 

それぞれのゲートウェイには必ず DRを備えています。Tier-0ゲートウェイの場合、または NATや DHCP
などのサービスが構成されている Tier-1ゲートウェイの場合は SRを備えています。 

 

転送ゾーンはホストまたはクラスター全体の仮想ネットワーク（セグメント）の範囲を定義したもので、どの
ESXiホストと仮想マシンが特定のネットワークを使用するのかを指定します。 

 

NSX-T用に整えられ、NDVS コンポーネントがインストールされた各ハイパーバイザーには NSX-T転送
ノードとしてトンネル エンドポイント（TEP）が実装されています。TEPには IPアドレスが構成されてお
り、物理ネットワーク インフラストラクチャによってレイヤー2かレイヤー3いずれかの IP接続が提供されま
す。NSX-T Edge ノードはルーティング サービスを提供する転送ノードとしても使用できます。N-DVS コン
ポーネントが実装されている Edge ノードや ESXiホストは転送ノードと見なされます。 

 

Edge ノードはネットワーク サービスを実行するためだけに設計された容量プールを備えたサービス アプライ
アンスで、ハイパーバイザーには配布できません。初めて導入した Edge ノードは空のコンテナーのように見
えます。このノードでは、論理ルーターの SR コンポーネントを必要とする North/Southルーティングやス
テートフル NATのような一元化されたサービスを実行できます。NSX-Tにおけるコンピューティング ノード
がそうであるように、Edge ノードは転送ノードでもあります。コンピューティング ノードと同じように、エッジ 

データ プレーン 

セグメント（論理ス
イッチ） 

ゲートウェイ（論理
ルーター） 

転送ゾーン 

転送ノード 

NSX-T Edge 
ノード 
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ノードも複数の転送ゾーンに接続できます。Edge ノードは通常、一方をオーバーレイ用に、他方を外部
のデバイスとの North/Southピアリング用に接続します。 

 

Edge クラスターとは、スケールアウト、冗長性、高スループットを備えたゲートウェイ機能を論理ネットワーク
に提供する、エッジ転送ノードのグループです。NSX-T Edge クラスターは vSphere クラスターと 1対 1の
関係にならず、複数の vSphere クラスター間で分散させることができます。 

 

NSX-Tのファイアウォールは拡張性やラインレートのパフォーマンス、マルチハイパーバイザーのサポート、
API駆動型のオーケストレーションを実現し、あらゆる場所に適用できる分散型プラットフォームの一要素
として提供されます。NSX-Tの分散型ファイアウォールは、ワークロードを vNICのレベルでステートフルに
保護できます。DFWの適用はハイパーバイザーのカーネルで行われるためマイクロセグメンテーションに有
効です。オンプレミスとクラウド環境に統一的なセキュリティ ポリシーを適用するモデルは、マルチハイパーバ
イザー（ESXiや KVM）とマルチワークロードを VMやコンテナーの属性というきめ細かいレベルでサポート
します。 

 

 

 

NSX-T Edgeクラ
スター 

分散型ファイア
ウォール 
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第 6 章 NSX-TのWLDの設計 

この章は、次のトピックで構成されています。 

はじめに ................................................................................................................. 42 

アプリケーション仮想ネットワーク（AVN） ................................................................ 42 

NSX-T転送ゾーンの設計 ....................................................................................... 42 

NSX-Tのセグメント ................................................................................................ 43 

アップリンク プロファイルの設計 ................................................................................ 44 

転送ノードのプロファイル ......................................................................................... 45 

NSX-T Edge ノードの設計 ..................................................................................... 48 

NSX-T管理WLDの物理ネットワークの要件 .......................................................... 51 

NSX-T VI WLDの物理ネットワークの要件 .............................................................. 52 

管理WLDにおける NSX-Tの導入 ......................................................................... 52 

VI WLDにおける NSX-Tの導入 ............................................................................. 54 
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はじめに 
VCFバージョン 4.0以降では、NSX-Tは SDDCソリューションのあらゆる場面に関係してきます。管理
WLDも VI WLDも、その基盤には NSX-Tの存在があります。管理WLD と VI WLDの設計には似た
ところがありますが、それぞれの相違点が明らかになるように説明していきます。 

アプリケーション仮想ネットワーク（AVN） 
管理WLDの導入作業には NSX コンポーネントのインストールも含まれています。NSX コンポーネントを
インストールするオプションが Cloud Builderの入力スプレッドシートで有効になっている場合、アプリケー
ション仮想ネットワーク（AVN）が vRealize Suite用に構築されます。これにより必要な NSX-T Edge
が導入され、T0/T1ルーターが構成されて、AVNから外部ネットワークに送信されるトラフィックを許可する
ようにダイナミック ルーティングが構成されます。次のセクションでは NSX-Tの設計におけるさまざまなコン
ポーネントと、それらが AVNのどこで使用されるのかを説明します。 

NSX-T転送ゾーンの設計 
転送ゾーンでは仮想ネットワークの範囲が定義され、論理スイッチが、転送ゾーンに接続されている転送
ノード上の N-VDSに到達できるようになっています。ESXiの各ホストには通信を行いネットワークに参加
するための N-VDS コンポーネントが組み込まれています。通信を行うホストは転送ゾーンに参加している
必要があります。転送ゾーンには次の 2つのタイプがあります。 

• オーバーレイ - Host TEP通信のすべてのオーバーレイ トラフィックに使用されるゾーンです。 

• VLAN - VLANでバックアップされたセグメントに使用されるゾーンです。Edge VMの通信もこちら
に含まれます。 

• 管理WLDにはクラスターが 1つだけあり、クラスター内のすべてのノードはオーバーレイ ネットワー
クに追加されます。このネットワークは AVNで使用されますが、その場合は AVNの機能が有効
になっており、さらに VLANでバックアップされたセグメントに使用可能な、VLANでバックアップされ
た転送ゾーンが NSX-Tに作成されていることが条件となります。 

 

図 23： 管理WLDの転送ゾーン 

VI WLDの転送ゾーンについては、1つ目のクラスターが 1つ目の VI WLDに追加されたときに、SDDC 
Managerによって VI WLD内にオーバーレイ転送ゾーンと VLAN転送ゾーンが作成されます。作成され
た転送ゾーンは該当のWLDで使用されますが、同じ NSX-T インスタンスが使用されている場合には別
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の VI WLDでも使用されます。この関係は 1対多の関係と呼ばれますが、1つの NSX-Tインスタンスに
対して複数の VI WLDが対応していると表現されることもあります。ただし、VCF 4.0では、各 VI WLD
に対して新しい NSX-Tインスタンスを作成できるようになりました。これは、NSX-Tの 1対 1機能と呼ば
れ、各 VI WLDに 1つの NSX-T インスタンスが対応します。 

 

図 24： VI WLDの 1対多の NSX-T転送ゾーン 

注：2つ目以降のクラスターをWLDに追加する場合、または新しいWLDを作成する場合は、すべてのノードが
同じオーバーレイ転送ゾーンに参加します。各クラスターでは、オーバーレイの Host TEP トラフィックに使用する
VLANが同じものでも、別のものでもかまいません。クラスターのサイズと数の規模に応じて、VLANを使い分けること
をお勧めします。 

NSX-Tのセグメント 
セグメントは VMをレイヤー2ネットワークに接続するために使用され、VLANかオーバーレイのどちらかにな
ります。管理WLDでは導入時に AVNが有効になると、4個のセグメントが作成されます。うち 2個は
AVNネットワーク、リージョン A、xRegion用として作成され、vRealize Suiteのコンポーネントに使用さ
れます。残りの 2個は Edge ノードのトラフィックを、ESXiホストを介して物理ネットワークに流すために作
成されます。次の表は、SDDCの仮想インフラストラクチャをサポートするために AVNを有効化して作成
されたセグメントを一覧にしたものです。 

表 9： 管理WLD用の NSX-T セグメント  

セグメント 転送ゾーン VLAN（例） 

リージョン Aセグメント（AVNネットワーク） オーバーレイ なし 

xRegionセグメント（AVNネットワーク） オーバーレイ なし 

Edgeアップリンク 01 VLAN（Edgeアップリンク TZ） 105 

Edgeアップリンク 02 VLAN（Edgeアップリンク TZ） 106 

 
VI WLDの場合は、VI WLDを導入してクラスターを追加しても、セグメントは作成されません。NSX-T 
Edgeの導入にあたって SDDC Managerでエッジ自動化を使用した場合は、その時点でエッジのアップリ
ンク セグメントが作成されます。 
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アップリンク プロファイルの設計 
アップリンク プロファイルは、各転送ノード（ホストまたは Edge VMのいずれか）に存在する N-VDSまた
は vDSを物理ネットワークに接続する方法を定義するテンプレートです。VCFバージョン 4.0以降では、
vDSを使用することで管理WLD と VI WLD両方のホスト オーバーレイと VLAN転送ゾーンに対応して
います。アップリンク プロファイルでは次の項目を指定します。  

• 転送ノードで使用するアップリンク 

• 上記のアップリンクに適用されるチーミング ポリシー  

• プロファイルに使用する VLAN 

• トラフィックに適用するMTU 

次の表は VCF on VxRailの SDDCソリューションで使用されるさまざまなアップリンクのプロファイルを示し
たものです。使用するアップリンクが 2つしかない場合は、単一の VxRail vDSか、2つ目の専用 NSX 
vDSのいずれかになります。 

表 10： VxRailまたは NSX vDSでアップリンクが 2つある場合 - 管理WLDと VI WLDのアップリンク プロファイル  

WLDの 
タイプ 

プロファイル 
デフォルトのチーミ
ング ポリシー 

アクティブ 
アップリンク 

転送 VLAN（例） 推奨される
MTU 

管理WLD ホストのオーバーレイ プ
ロファイル（Cloud 

Builderによって導入） 

ロード バランシング 

ソース 

アップリンク 1、 

アップリンク 2 

103 9000 

管理WLD Edgeアップリンク プロ
ファイル（Cloud 

Builderによって導入。
AVNが有効） 

ロード バランシング 

ソース 

アップリンク 1、 

アップリンク 2 

108 9000 

VI WLD01 ホスト オーバーレイ プロ
ファイル（SDDC 

Managerによって 

導入） 

ロード バランシング 

ソース 

アップリンク 1、 

アップリンク 2 

203 9000 

VI WLD01 Edgeアップリンク プロ
ファイル（Day 2での導
入。SDDC Manager

からエッジ クラスターの 

自動化により） 

ロード バランシング 

ソース 

アップリンク 1、 

アップリンク 2 

208 9000 

 
次の表は、2つ目の NSX vDSを導入したときに作成される、アップリンクが 4つある場合のアップリンク プ
ロファイルを示しています。このプロファイルは 2つ目の vDSを使用する場合にのみ有効です。 
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表 11： 2つ目の NSX vDSを使用しアップリンクが 4つある場合 - 管理WLD と VI WLDのアップリンク プロファイル  

WLDの 
タイプ 

プロファイル 
デフォルトのチー
ミング ポリシー 

アクティブ アップ
リンク 

転送 VLAN（例） 推奨される
MTU 

管理WLD ホストのオーバーレイ プ
ロファイル（Cloud 

Builderによって導入） 

ロード バランシン
グ ソース 

アップリンク 1、アッ
プリンク 2、アップリ
ンク 3、アップリン
ク 4 

103 9000 

管理WLD Edgeアップリンク プロ
ファイル（Cloud 

Builderによって導入。
AVNが有効） 

ロード バランシン
グ ソース 

アップリンク 1、 

アップリンク 2 

108 9000 

VI WLD01 ホスト オーバーレイ プロ
ファイル（SDDC 

Managerによって 

導入） 

ロード バランシン
グ ソース 

アップリンク 1、 

アップリンク 2、アッ
プリンク 3、アップリ
ンク 4 

203 9000 

VI WLD01 Edgeアップリンク プロ
ファイル（Day 2での導
入。SDDC Manager

からエッジ クラスターの 

自動化により） 

ロード バランシン
グ ソース 

アップリンク 1、 

アップリンク 2 

208 9000 

 

注：Edgeアップリンク プロファイルには、アップリンク トラフィックにフェールオーバーの順序を使用する名前付きチーミ
ング ポリシーも含まれています。このポリシーを利用することで、トラフィックが North/South トラフィック用のそれぞれの
物理ネットワーク ルーターを経由するように固定できます。 

新しいクラスターが NSX-T VI WLDに追加されるたびに新しいホストのアップリンク プロファイルが作成され
て、Host TEPに使用される VLANが定義されます。VLANはクラスターごとに同じ場合もあれば異なる
場合もあります。 

単一クラスターの VI WLDの場合、NSX-T WLDの全導入（ダイナミック ルーティングの構成を含む）を
完了させるには、2つのアップリンク プロファイルが必要になります。ホストのアップリンク プロファイルはクラス
ターが VI WLDに追加されたときに自動生成されます。エッジのアップリンク プロファイルは、エッジ クラス
ターを追加する Day 2で作成されます。これは SDDC Managerからエッジ クラスターの自動化機能を
通じて実行できます。 

転送ノードのプロファイル 
前述のとおり、転送ノードはホストかエッジ VMのいずれかになります。ホスト転送ノードの場合は接続に
vDSが使用され、エッジ転送ノードの場合は N-VDSが使用されます。それぞれの転送ノードは 1つまた
は複数の転送ゾーンに追加できます。転送ノード プロファイルはホスト転送ノード用のプロファイルです。プ
ロファイルには vDSでバックアップされる、転送ノードに関する次の情報が記述されています。 

• Name 
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• vDSが参加する転送ゾーン - オーバーレイおよび VLAN TZ 

• アップリンクのプロファイル 

• TEPに対する IPの割り当てタイプ – DHCPまたは IPプール 

• 物理 NICマッピング - vmnicからアップリンク 

基盤となる vDSによって、どのような物理 NICが転送ノード プロファイル内でマッピングされるかが決まりま
す。単一の vDS設計の場合、物理 NICのマッピングは vmnic0/vmnic1で固定となります。NSXで 2
つ目の vDSを使用する場合は物理 NICを選ぶことができ、2つまたは 4つのアップリンクをマッピングでき
ます。 

次の表は、単一の VxRail vDSによる管理WLDおよび VI WLDを使用する場合か、アップリンクが 2
つだけの 2つ目の NSX vDSを使用する場合に適用される設定を示しています。 

表 12： 2つのアップリンクがある NSX-T転送ノード プロファイル 

WLDのタイプ 転送ゾーン 
アップリンクの 
プロファイル 

IPの割り当て 
物理 NICの 
マッピング 

管理WLD ホスト オーバーレイ、
VLAN 

管理WLDホストのアッ
プリンク プロファイル 

DHCP、IPプール 物理 NIC1、 

物理 NIC2 

VI WLD01 ホスト オーバーレイ VI WLDホストのアップ
リンク プロファイル 01 

DHCP、IPプール 物理 NIC1、 

物理 NIC2 

 
Cloud Builderによる管理WLDの導入時に次のタスクが実行されます。 

• 転送プロファイルが上記の表の設定を使用して作成されます。管理 VxRail クラスターが NSX-T
の管理WLDに追加されると、転送ノードのプロファイルがクラスター内のノードに適用されます。 

• ノードが転送ゾーンに追加されます。 

• TEPに IPが割り振られ、ホストがオーバーレイ ネットワークを介して通信できるようになります。  

次の図は、TEPトラフィック用アップリンクを 2つ備えた単独の VxRail vDS と、管理WLD ノードとの接続
を示しています。TEPトラフィックに使用される VMkernelインターフェイスには DHCPサーバーか IPプール
から IPが割り当てられ、導入前に定義されたホスト オーバーレイ VLAN経由で通信が行われます。 
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図 25： 管理WLDの転送ノード – 単独の VxRail vDS（2つのアップリンク） 

注：図 25は、AVNが有効化されている場合に Cloud Builder を介して導入される AVNネットワークを示してい
ます。 

NSX-T VI WLDの転送ゾーンの設計は管理WLDに似ていますが、主な違いは次の 2点です。 

• 導入時に、転送ノード プロファイルに VLAN転送ゾーンが追加されません。 

• VI WLD ノードの導入後に追加できる VLAN転送ゾーンの数が、管理 WLD よりも多くなり
ます。 

2つ目の vDSを使用して NSX-Tを導入する場合は、使用するアップリンクを 2つにするか 4つにするか
を選んだうえで任意の物理 NICを選択できます。次の表は、4つのアップリンクを備えた転送ノード プロ
ファイルの構成を示したものです。 

表 13： 4つのアップリンクがある NSX-T転送ノード プロファイル 

WLDのタイプ 転送ゾーン 
アップリンクの 
プロファイル 

IPの割り当て 物理 NICのマッピング 

管理WLD ホスト オーバーレイ、
VLAN 

管理WLDホストのアッ
プリンク プロファイル 

DHCP、 

IPプール 

ユーザーが選択可： 

物理 NIC1、物理 NIC2、 

物理 NIC3、物理 NIC4 

VI WLD01 ホスト オーバーレイ VI WLDホストのアップリ
ンク プロファイル 01 

DHCP、 

IPプール 

ユーザーが選択可： 

物理 NIC1、物理 NIC2、 

物理 NIC3、物理 NIC4 

 
図 26は、TEP トラフィック用アップリンクを 2つ備えた 2つ目の NSX vDS と、VI WLD ノードとの接続を
示しています。TEP トラフィックに使用される VMkernelインターフェイスには DHCPサーバーか IPプール
から IPが割り当てられ、導入時に指定されたホスト オーバーレイ VLAN経由で通信が行われます。 
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図 26： VI WLD転送ノード - 2つ目の NSX vDS（アップリンクは 2つでも 4つでも可） 

NSX-T Edge ノードの設計 
管理WLDの導入における AVNが有効化された Edge ノードの設計は、VVD 6.0の設計に準拠しま
す。AVNが有効化された VCF 4.0のリリース以降は、設計は完全に自動化されています。管理WLD
の場合、Cloud Builderを使用して導入すると 2台の Edge ノード VMが管理WLD クラスターに導入
されます。Edge ノード自体には、外部ネットワークへの接続を提供する N-VDSまたは NSX-T管理ス
イッチが構成されています。N-VDSの fp-eth0および fp-eth1の各インターフェイスは、トランキング モード
で作成された 2種類のアップリンク ポート グループを使用して、vDS経由で外部と接続します。vDSはシ
ステムおよび NSX トラフィックに必要なネットワーク レイアウトに応じて、VxRail vDSにすることも、2つ目
の NSX vDSにすることもできます。エッジの N-VDS上には 2つの TEPが作成されることで、Edge ノー
ドとホスト転送ノード間の East/West接続が提供されます。このトラフィックは、アップリンク プロファイルに
定義されている両方のアップリンクを使用してアクティブ/アクティブの状態になります。管理インターフェイス
eth0は、vDS管理ポート グループに接続されます。図 27は、管理WLD クラスターの ESXiホストで実
行されている Edge ノードの接続を示したものです。 
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図 27： 管理WLD - 単一の vDSを使用した Edge ノードの接続 

注：アップリンク プロファイルでエッジ オーバーレイの VLANが定義される N-VDSによって VLANのタグ付けが行わ
れるように、エッジ VMオーバーレイ インターフェイスの接続に使用されるアップリンク ポート グループはトランクとして
構成されます。 

VI WLDの Edge ノードの設計は管理WLD とよく似ています。エッジ自動化を使用して VI WLDに
Edge クラスターを導入すると、同じネットワーク構成にできます。次の図は 2つのアップリンクを備えた 2つ
目の vDSを使用して VI WLDにクラスターを追加したエッジの接続を示しています。 
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図 28： VI WLD - 2つ目の NSX vDSを使用した Edge ノード接続 

VCF on VxRailには共有エッジとコンピューティング クラスターが設計に取り入れられています。つまり
Edge ノードの VM TEP とアップリンク インターフェイスがホスト VDSを介して外部に接続され、同じホスト 
オーバーレイを使用する同一ホストをユーザーVMに使用できるということです。  

 

NSX-T Edgeルーティングは VVD設計に基づいて設計されています。設計の詳細については管理
WLDルーティングの設計で説明されています。Tier-0ゲートウェイは ECMPが有効なアクティブ/アクティブ 
モードで導入されています。両方のアップリンクが使用されることで、冗長性の確保と帯域幅の有効利用が
可能です。Edge ノード クラスター内のエッジ仮想マシンの North/South接続には、2つのアップリンク
VLANが必要です。エッジ転送ノード用に作成された専用のアップリンク プロファイルでは名前付きのチーミ
ング ポリシーが定義されます。これらのポリシーはエッジのアップリンク転送ゾーンと、Tier-0ゲートウェイ用に
作成されたセグメントで使用され、Tier-0 インターフェイスを接続するための転送ネットワークとして使用さ
れます。Edge ノードからのトラフィックを物理ルーターに接続されているアップリンク ネットワークや VLANに
固定しているのは、名前付きチーミング ポリシーの機能です。物理環境と仮想環境の間のダイナミック 
ルーティングは BGPによって実現しています。eBGPは Tier-0ゲートウェイと物理 TORの間で使用され
ます。iBGPセッションは T0エッジの VM SR コンポーネントの間で確立されます。 

North/Southルー
ティングの設計 

https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.0/sddc-architecture-and-design-for-the-management-domain/GUID-1CE27536-E934-4B99-AA0A-4D7B48A55D72.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.0/sddc-architecture-and-design-for-the-management-domain/GUID-1CE27536-E934-4B99-AA0A-4D7B48A55D72.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.0/sddc-architecture-and-design-for-the-management-domain/GUID-1CE27536-E934-4B99-AA0A-4D7B48A55D72.html
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図 29： 管理WLD Edge ノードの North/Southルーティング設計 

NSX-T管理WLDの物理ネットワークの要件 
管理WLD を導入するには、次の NSX-T における外部ネットワークの要件を満たしている必要があり
ます。 

• Geneve（オーバーレイ）トラフィックには最低でも 1600 MTUを確保すること（9000 MTUを
推奨）。 

• ホスト オーバーレイ VLANを物理スイッチ上に作成すること。 

• VxRail ノードに接続されているトランク ポートにホスト オーバーレイ VLANを追加すること。 

• TEP IPプールを使用していない場合は、DHCPで Host TEPに IPを割り当てること。 

• Host TEPに対して DHCPを使用し、かつ DHCPサーバーが異なる L3ネットワークにある場合
はスイッチに IP Helperが必要。 
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アプリケーション仮想ネットワーク（AVN）が有効になっている場合は、導入前に次の要件も満たす必要
があります。 

• T0 Edge とのピアリングに必要なレイヤー3のライセンス要件。 

• T0 Edge とピアリングで接続される各ルーターに BGPが構成されていること。 

• T0 Edgeにおける物理ネットワークへの外部接続に対応したアップリンク VLANが 2つあること。 

• Edgeオーバーレイ VLANを物理スイッチ上に作成すること。 

• VxRail ノードに接続されているトランク ポートにアップリンクとオーバーレイ VLANを追加すること。 

NSX-T VI WLDの物理ネットワークの要件 
管理WLD を導入するには、次の NSX-T における外部ネットワークの要件を満たしている必要があり
ます。 

• Geneve（オーバーレイ）トラフィックには最低でも 1600 MTUを確保すること（9000 MTUを
推奨）。 

• ホスト オーバーレイ VLANを物理スイッチ上に作成すること。 

• TEP IPプールを使用していない場合は、DHCPで Host TEPに IPを割り当てること。 

• Host TEPに対して DHCPを使用し、かつ DHCPサーバーが異なる L3ネットワークにある場合
はスイッチに IP Helperが必要。 

NSX-T Edgeを VVD設計に従って VI WLD Edge クラスターに導入する場合は、導入前に次の要件
も満たす必要があります。 

• T0 Edge とのピアリングに必要なレイヤー3のライセンス要件。 

• T0 Edge とピアリングで接続される各ルーターに BGPが構成されていること。 

• T0 Edgeにおける物理ネットワークへの外部接続に対応したアップリンク VLANが 2つあること。 

• Edgeオーバーレイ VLANを物理スイッチ上に作成すること。 

管理WLDにおける NSX-Tの導入 
Cloud Builderは管理WLD VxRailに NSX-T コンポーネントを導入するために使用されます。以下の
各項目は、導入プロセスにおける主な手順を取り上げたものです。 

1. 管理WLD クラスターに NSX-T Managerを導入する。 

2. NSX-T Managerの非親和性ルールを作成する。 

3. NSX-T Managerの VIPを設定する。 

4. 管理WLD vCenterをコンピュート マネージャーとして追加する。 

5. NSX-T ライセンスを割り当てる。 

6. オーバーレイ転送ゾーンを作成する。 

7. VLAN転送ゾーンを作成する。 

8. ホストのアップリンク プロファイルを作成する。 
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9. 転送ノードのプロファイルを作成する。 

10. NSX-Tのクラスターにホストを準備する。 

AVNが有効になっている場合は、NSX-Tのオーバーレイでバックアップされたネットワークの接続とルーティ
ングを行うのに必要なコンポーネントを導入、構成するために、次のタスクも実行します。 

1. Edgeアップリンク プロファイルを作成する。 

2. アップリンク トラフィック用の名前付きチーミング ポリシーを作成する。 

3. vDSでトランク接続によるアップリンク ポート グループを作成する。 

4. 2台の Edge VMを導入する。 

5. 非親和性ルールを作成する。 

6. Edge クラスターを作成する。 

7. AVNセグメント（リージョン A と xRegion）を作成する。 

8. T0用のアップリンクを作成する。 

9. T0 と BGPを構成する。 

10. T1を構成する。  

11. TOR との BGPピアリングを確認する。 

管理WLDの導入が完了すると、ドメインを構成するコンポーネントは図 30のようになります。エッジは
Cloud Builderの入力スプレッドシートで AVNのオプションが有効になっている場合にのみ導入されます。 

 

図 30： 導入完了後の管理WLD 
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VI WLDにおける NSX-Tの導入 
NSX-T コンポーネントは、1つ目の VxRail クラスターが、1つ目の NSX-T VI WLDに追加されるときに
インストールされます。SDDC Managerは管理に NSX-T Managerを導入し、各 NSX-T Manager
仮想アプライアンスに IPアドレスと仮想 IPを割り当てて、NSX-Tサービスで使用する VI WLD クラスター
を構成します。以下の各項目は、導入プロセスにおける主な手順を取り上げたものです。 

1. 管理WLD クラスターに NSX-T Managerを導入する。 

2. NSX-T Managerの非親和性ルールを作成する。 

3. NSX-T Managerの VIPを設定する。 

4. VI WLD vCenterをコンピュート マネージャーとして追加する。 

5. NSX-T ライセンスを割り当てる。 

6. オーバーレイ転送ゾーンを作成する。 

7. アップリンク プロファイルを作成する。 

8. 転送ノードのプロファイルを作成する。 

9. NSX-Tのクラスターにホストを準備する。 

注：第 2の NSX-Tベースの VI WLDを追加する際に、NSX-T Managerを追加する必要はありません。ただ
し、VCF 4.0以降では、要件に応じて各WLDに新しい NSX-T ドメインを導入できます（NSX-T と各 VI WLD
は 1対 1）。 

VCF 4.0の新機能を利用すると、SDDC Manager を介した VI WLDの自動化によって NSX-T 
Edge を導入できます。これにより、VVDの指針に沿った一貫性のある方法で Edgeの導入を自動化
できます。 

次の図は、VI WLDを導入し、2つのクラスターを追加した後の MGMT VI WLDに導入されているコン
ポーネントを示しています。VI WLDの最初のクラスターに展開されている 2つの Edgeは、SDDC 
Managerのエッジ自動化を利用して導入できます。 

 

図 31： NSX-T VI WLDクラスターの設計 



 第 7 章: ワークロード ドメインでの Tanzu機能を使用した VCFの有効化 

 

55 VMware Cloud Foundation 4.2 on VxRail 7.0アーキテクチャ ガイド 
 
  

第 7 章 ワークロード ドメインでの Tanzu機能を使用し
た VCFの有効化 

この章は、次のトピックで構成されています。 

はじめに ................................................................................................................. 56 

前提条件 ............................................................................................................... 56 

VCF with Tanzuの詳細設計 ................................................................................ 56 
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はじめに 
VCF 4.0では VCF with Tanzuで VI WLD を有効にできます。ワークロード管理と呼ばれるこの支援
機能を介して、VCF with Tanzuに必要なコンピューティング、ネットワーキング、ストレージ インフラストラ
クチャを導入、運用できます。VCF with Tanzu を利用すると、vSphereはハイパーバイザーのレイヤー
でネイティブに Kubernetes ワークロードを実行できるプラットフォームに変わります。vSphere クラスター
上で VCF with Tanzuが有効になっている場合、Kubernetes ワークロードを直接 ESXiホストで実行
し、アップストリームの Kubernetes クラスターを専用のリソース プール内に作成できます。VI WLDでの
ワークロード管理はソリューションの導入オプションで有効にします。このオプションは SDDC Manager UI
にあります。 

前提条件 
ワークロード管理を開始する前に、次の前提条件を満たしている必要があります。 

• ライセンス：WLDの中でワークロード管理をサポートするには、選択した vSphere クラスター内の
すべてのホストが適切な vSphere for Kubernetesのライセンスを有している必要があります。 

• ワークロード ドメイン：ワークロード管理対応として導入された VI WLDを使用できる必要があり
ます。 

• NSX-T Edge クラスター：少なくとも 1つの NSX-T Edge クラスターを SDDC Managerから
導入し、使用できる状態にする必要があります。 

• IPアドレス 

 ポッド ネットワーキング（ルーティング不可）用の最小/22のサブネットを定義します。 

 サービス IPアドレス（ルーティング不可）用の最小/24のサブネットを定義します。 

 入口（ルーティング可）用の最小/27のサブネットを定義します。 

 出口（ルーティング可）用の最小/27のサブネットを定義します。 

VCF with Tanzuの詳細設計 
Kubernetes for vSphereの詳細な設計については、VVD ドキュメント「vSphere with Kubernetes 
Detailed Design for a vSphere with Kubernetes Workload Domain」を参照してください。 

 

https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.2/sddc-architecture-and-design-for-a-vsphere-with-tanzu-workload-domain/GUID-F5C7C518-E78F-4309-A130-2CAB58B611DE.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.2/sddc-architecture-and-design-for-a-vsphere-with-tanzu-workload-domain/GUID-F5C7C518-E78F-4309-A130-2CAB58B611DE.html
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第 8 章 物理ネットワークの設計に関する考慮事項 

この章は、次のトピックで構成されています。 

はじめに ................................................................................................................. 58 

従来の 3階層（アクセス/コア/アグリゲーション）設計 ............................................... 58 

リーフとスパインによるレイヤー3 ファブリック ............................................................... 59 

マルチラック設計に関する考慮事項 .......................................................................... 60 

VxRail物理ネットワーク インターフェイス ................................................................. 61 

2つ目の vDS接続オプション ................................................................................... 64 
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はじめに 
VCF on VxRailではさまざまなトポロジーや多様なネットワーク ハードウェアのベンダーを視野に入れた柔
軟なネットワーク設計が可能です。既存のネットワーク インフラストラクチャを活用するのも、既存のデータ
センターのネットワーク インフラストラクチャに新しいハードウェアを追加するのも自由です。一般にデータセン
ターのネットワーク設計は、レイヤー2 ファブリックが中心となる典型的な 3階層のネットワーク トポロジーか
ら、リーフとスパインからなる新しいレイヤー3のファブリック アーキテクチャへの移行が進められています。レイ
ヤー2 とレイヤー3のどちらを使用すべきかを判断するにあたっては、次の点を考慮してください。 

• NSX-T ECMP Edgeデバイスは最初のアップストリーム レイヤー3デバイスとレイヤー3ルーティン
グの隣接関係を確立し、管理およびワークロードのトラフィックに同等のコストのルーティングを提供
する 

• 現行の物理ネットワーク インフラストラクチャに対する投資状況 

• レイヤー2設計およびレイヤー3設計の長所と短所  

次のセクションでは、それぞれの設計とその主な長所および短所について説明します。 

従来の 3階層（アクセス/コア/アグリゲーション）設計 
次の図に示すように、従来の 3階層設計はレイヤー2 ファブリックが基盤になっています。 

 

図 32： 従来の 3階層によるレイヤー2 ファブリック設計 

この設計には次の特徴があります。 

• ファブリック全体に及ぶ VLAN - インフラストラクチャとクラスターがラック間にまたがり複数のラックが
必要になる場合に、ブロードキャスト ドメインのサイズがラックを超える規模にまで増加する。 
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• 各ポッドのアグリゲーション レイヤー デバイスが、L2ネットワーク ドメインと L3ネットワーク ドメイン
間の境界線になる。 

• デフォルト ゲートウェイ – アグリゲーション レイヤーに HSRP と VRRP。 

• NSX-T T0ゲートウェイはアグリゲーション レイヤーでルーターとピアリングを行う。 

長所： 

• VLANはラックをまたぐことができ、vSAN/vMotionやノード検出などの VxRailシステム VLANに
役立つ。 

• レイヤー2の設計は実装が比較的複雑でない。 

短所 

• ラックをまたぐ大規模なクラスターによりブロードキャスト ドメインが広大になる。 

• 異なるスイッチ ベンダー間の相互運用性の問題により、広大なファブリックにスパニング ツリーの問
題が生じる可能性がある。 

• NSX-T T0ゲートウェイに、各WLDに対してアグリゲーション レイヤーでのピアリングが必要。複
数のWLDを含む大規模な導入の場合、構成が複雑になる。 

• ファブリック エレメントが 4094個という限られた数の VLANを共有する必要があるため、ラック間
にまたがるような規模の導入には限界がある。ただし NSXを使用すると VLANの数を減らせるた
め、数の制限は問題にならない場合がある。 

リーフとスパインによるレイヤー3 ファブリック 
次の図に示したリーフとスパインによるレイヤー3の設計は、より新しいモダン データ センターのファブリック設
計として導入が進みつつあります。 

 

図 33： リーフとスパインによるレイヤー3設計 
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この設計には次の特徴があります。 

• L3はリーフで終端するため、ESXiホストを始点とするすべての VLANもリーフで終端する。 

• 同じ VLANを各ラックで再利用できる。 

• リーフ スイッチによってデフォルト ゲートウェイ機能が提供される。 

• WLD用の NSX-T T0ゲートウェイは、1つのラック内のリーフ スイッチとピアリングを行う。 

長所： 

• ベンダーに依存しない - 設計に複数のネットワーク ハードウェア ベンダーを取り入れることがで
きる。 

• VLANがラック間にまたがることが少なくなり、ブロードキャスト ドメインがコンパクトになる。 

• リーフでのイントララック ルーティングにより NSX ドメインの East/West トラフィックをラック内に限定
できる。 

• NSX ドメインをまたぐ、またはラック間の East/West トラフィックはスパインを介してルーティングさ
れる。 

• WLDをラック内のリーフ スイッチとピアリングすることで NSX-T Tier-0 ピアリングがシンプルになる。 

短所 

• レイヤー2の VLANはラック間にまたがることができない。ラック間にまたがるクラスターでは、ハード
ウェア VTEPを使用するソリューションによって VxRailシステム トラフィックがラック間を横断できる
必要がある。 

• レイヤー3の構成は実装が比較的複雑になる場合がある。 

マルチラック設計に関する考慮事項 
1つのラック内に単一障害点となる部分が生じないように、WLD クラスターがラック全体に及ぶ構成とする
のが理想的です。管理WLD クラスターで実行されている管理 VM と、VI WLDで実行されている管理
VMでは、VxRail ノードが同じ L2管理ネットワーク上に存在している必要があります。そうすることで仮想
マシンをラック間で移行し、同じ IPアドレスを維持することができます。レイヤー3のリーフ-スパイン ファブリッ
クでは VLANは各ラックのリーフ スイッチで終端するため、これは重要な問題です。 

 

VxRailマルチラック クラスターは、単独（または複数）の VxRail クラスターがラックの境界を越えることの
できるネットワーク設計です。このソリューションでは Dell EMC PowerSwitchのハードウェア VTEPを使
用して、L2セグメントを L3のアンダーレイ ネットワークに拡張する L2のオーバーレイ ネットワークを提供
し、VxRail ノードの検出、vSAN、vMotion、管理、ラック間の VM/アプリ L2ネットワーク接続を実現しま
す。次の図は、VXLAN BGP EVPN とハードウェア VTEPを使用したマルチラック ソリューションの一例で
す。静的 VXLANを利用した VXLAN BGP EVPN構成には、リモート VTEPから取得した EVPN
ルートをもとに、各 VTEPが仮想ネットワークのメンバーとして自動的に認識されるという利点があります。 

Dellの VxRail向けネットワーク ソリューションの詳細については、『Dell EMC VxRail Network 
Planning Guide』を参照してください。 

VxRail マルチラック 
クラスター 

https://www.dell.com/support/article/us/en/04/sln312766/networking-guides?lang=en
https://www.dell.com/support/article/us/en/04/sln312766/networking-guides?lang=en
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図 34： ハードウェア VTEPを使用したマルチラック クラスター 

VxRail物理ネットワーク インターフェイス 
VxRailは 2x10/2x25 GbE、4x10 GbE、4x25 GbEのいずれかの事前定義済みプロファイルを利用して導
入できます。VxRailバージョン 7.0.130以降はカスタム プロファイルにも対応していますが、導入の際に必要と
なるネットワーク ハードウェアがあります。次の表は物理ネットワーク接続の多岐にわたるオプションを一覧にした
ものです。各オプションには使用する vDSが 1つか 2つかという違いや、NICレベルでの冗長性の有無などに
違いあります。この表の構成を接続する方法としては標準的な配線が使用されます。つまり奇数番号のアップ
リンクがファブリック Aに、偶数番号のアップリンクがファブリック Bにそれぞれケーブルで接続されます。 

  

オプ 
ション 

NSX-T
用の専用

VDS 

vDS 
あたりのアッ
プリンク 

NICの
冗長性 

VxRail vDS NSX-T vDS 

アップ 
リンク 1 

アップリ 
ンク 2 

アップ 
リンク 3 

アップ 
リンク 4 

アップ 
リンク 1 

アップ 
リンク 2 

アップ 
リンク 3 

アップリ 
ンク 4 

A × 2 × NDC-1 NDC-2             

B × 2 可 NDC-1 PCI1-2             

C × 4 × NDC-1 NDC-2 NDC-3 NDC-4         

D × 4 可 NDC-1 PCI1-2 NDC-2 PCI1-1         

E 可 2 × NDC-1 NDC-2     NDC-3 NDC-4     

F 可 2 × NDC-1 NDC-2     PCI1-1 PCI1-2     

G 可 2 可 NDC-1 PCI1-2     NDC-2 PCI1-1     

H 可 4/2 × NDC-1 NDC-2 NDC-3 NDC-4 PCI1-1 PCI1-2   

I 可 4/2 可 NDC-1 PCI1-2 NDC-2 PCI1-1 PCI1-3 PCI1-4   

J 可 2/4 × NDC-1 NDC-2   PCI1-1 PCI1-2 PCI1-3 PCI1-4 

K 可 4 × NDC-1 NDC-2 NDC-3 NDC-4 PCI1-1 PCI1-2 PCI1-3 PCI1-4 

L 可 4 可 NDC-1 PCI1-2 NDC-2 PCI1-1 NDC-3 PCI-4 NDC-4 PCI-3 

 
表 14： 物理ネットワークの接続オプション 
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以下に、前述の表に記載されている多様なホスト接続性オプションの一部を図にして紹介します。管理
WLD と VI WLDのどちらかの VxRail導入タイプに使用できます。管理WLDの場合は、AVNが有効
であれば Edgeオーバーレイと Edgeアップリンク ネットワークが導入されます。それらのネットワークは、VI 
WLDの場合は SDDC Managerのエッジ自動化で NSX-T Edgeを導入する場合に取り入れられま
す。すべてのオプションを取り上げるには数が多すぎるため、表 14の中から使用されることが多いものを取
り上げます。 

注：次の図に記載されている PCIe カードはあくまで一例のため、物理サーバーの構成と一致しない場合がありま
す。ライザー カードや PCIeの装着については公式の VxRailマニュアルを参照してください。 

 

このセクションでは、さまざまな VxRailプロファイルに対応した物理ホストのネットワーク接続オプションと、
単一の VxRail vDSだけを使用する場合に選択できる接続オプションについて説明します。  

10 GbEの接続オプション 

この図は表 14のオプション Aの構成です。4ポート搭載の NDCに、2x10の事前定義済みネットワーク 
プロファイルを使用して VxRailが導入されています。残りの 2個のポートは使用されないため、必要に応
じて別の目的に使用できます。 

 

図 35： 単一の VxRail vDS - 2x10の事前定義済みネットワーク プロファイル 

次の図は、表 14のオプション Cの構成です。VxRailは 4x10の事前定義済みネットワーク プロファイル
を使用して導入されています。これにより NDCの物理 NICが、vSAN と vMotionに専用で割り当てら
れ、NSX-T トラフィックは管理トラフィックと共用で vmnic0 と vmnic1を使用します。必要に応じて PCI
カードを増設し、他のトラフィック用に使用することもできます。 

単一 VxRail vDS
の接続オプション 
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図 36： 単一の VxRail vDS - 4x10の事前定義済みネットワーク プロファイル 

次の図の最後の 10 GbEオプションなら NICレベルでの冗長性を確保できます。この構成にするには、
NDC、PCIe とカスタム プロファイルを利用して VxRail vDSを導入します。表 14のオプション Dがこの構
成になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 37： 単一の VxRail vDS - 4x10のカスタム プロファイルと NIC レベルの冗長性 

25 GbEの接続オプション 

最初のオプションは表 14のオプション Aの構成に合わせたものです。NDCの 25 GbEを使用した VxRail
に、2x25のネットワーク プロファイルを組み合わせた単一の VxRail vDSです。VxRailのシステム トラフィッ
クは NDCの 2つのポートを使用し、NSX-Tトラフィックとポートを共有します。 
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図 38： 単一の VxRail vDS - 2x25のネットワーク プロファイル 

前のオプションと同様に PCIe カードをノードに増設して、バックアップやレプリケーションなどのトラフィック用に
使用できます。 

2つ目のオプションは表 14のオプション Dの構成に合わせたものです。単一の VxRail vDSにカスタム ネッ
トワーク プロファイルを使用することで、VxRailのシステム トラフィックと NSX-T TEPおよび Edgeアップリン
ク トラフィックで NICレベルの冗長性を実現できます。物理ケーブルを標準的な構成で接続するには、
「VxRail vDSのカスタム プロファイル」セクションで説明されている論理ネットワーク構成を使用します。 

 

図 39： 単一の VxRail vDS - 4x25カスタム ネットワーク プロファイル 

2つ目の vDS接続オプション 
このセクションでは、さまざまな VxRailプロファイルに対応した物理ホストのネットワーク接続オプションと、
NSXのトラフィックに 2つ目の vDSだけを使用する場合に選択できる接続オプションについて説明しま
す。この場合、VxRail vDSはシステム トラフィックにのみ使用します。  
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10 GbEの接続オプション 

次の図は、4ポート搭載の NDCに 2x10の事前定義されたネットワーク プロファイルを使用して VxRail
を導入したもので、表 14のオプション Eの構成になっています。残りの 2つのポートは、2つ目の vDSの
NSX トラフィック用に使用します。 

 

図 40： それぞれの 4x10 NDCで 2つのポートを使用する NSX vDS と VxRail vDS 

2つ目のオプションは、NDCの 4つのポートすべてを使用して、事前定義された 4x10のネットワーク プロ
ファイルで VxRailを導入するものです。これにより、NDCの物理 NICが vSAN と vMotionのそれぞれに
専用で割り当てられます。NSX-Tのトラフィックは 2つ目の vDS とアップリンクを使用して PCI-E 10 GbE
の物理 NICに接続します。これは表 14のオプション Hの構成です。 

 

図 41： NDCの 4つのポートを使用する VxRail vDS と PCI-Eを使用する NSX vDS 

10 GbEネットワーク環境の最後のオプションとして、VxRail vDSのシステム トラフィックと、2つ目の
NSX-T vDSの NSX-T トラフィックの両方に、NDC と PCIe全体で NICレベルの冗長性を実現する構
成について説明します。ここでは NDC と PCIeのポートを 1つずつ使用し、カスタム プロファイル オプション
を利用して VxRailを導入しています。NSX-T vDSも、同じようにそれぞれの NICのポートを 1つずつ使
用します。これは表 14のオプション Gの構成です。 
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図 42： NIC レベルで冗長性を確保した VxRail vDS と NSX-T vDS 

25 GbEの接続オプション 

次の図の最初の 25 GbEオプションは、NDCの 25 GbEの 2ポートを VxRail vDSに使用し、2つ目の
vDSは PCI-Eカードの 2つのポートを使用して NSX-T トラフィック用にしています。これは表 14のオプ
ション Fの構成です。 

 

図 43： NDCの 25 GbEを使用する VxRail vDS と 25 GbEの PCI-Eを使用する NSX vDS 

前のオプションと同様に PCIe カードをノードに増設して、バックアップやレプリケーションなどのトラフィック用に
使用できます。 

2つ目のオプションには計 6個の 25 GbEポートが必要です。前述のとおり 4x25のカスタム プロファイル 
オプションを利用し、NDCの 2ポートと PCIeの 2ポートを使用して VxRailを導入します。2つ目の
NSX-T トラフィック用 vDSには、2x25の GbE カードを増設する必要があります。これは表 14のオプショ
ン Iの構成です。 
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図 44： NDCの 2x25 GbEおよび PCI-Eを使用する VxRail vDS と 25 GbEの PCI-Eを使用する NSX vDS 

次の最後のオプションでは、2個の NICを搭載した NDC と TORスイッチに接続された PCIeを使用す
ることで、VxRailのシステム トラフィックと NSX-Tのトラフィックの両方を NICレベルで完全に冗長化でき
ます。VxRailは NDC と PCIeのポートを使用し、2x25のカスタム プロファイルを利用して導入します。
NSX-T トラフィック用の 2つ目の vDSは、各 NICの空いている物理 NIC（各 NICの一方のインター
フェイスはそれぞれの TOR と接続）を使用します。 

 

図 45： システムおよび NSX-Tのトラフィックに対する 25 GbE NIC レベルの冗長性 

以前表 14には参考用として 10 GbE と 25 GbEネットワーク両方に対応した、最大 8個の物理 NIC
をサポートするオプションが掲載されていましたが、これは削除されています。 
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はじめに 
VCF on VxRailソリューションはサイト間の距離とレイテンシー、ワークロードに必要な保護のタイプに応じ
た、2種類のマルチサイト オプションをネイティブにサポートしています。マルチ可用性ゾーンは、管理WLD
と VI WLDの 2つの可用性ゾーンの間に、vSAN クラスターを拡張することで実現します。拡張 vSANに
対するレイテンシーの要件から、通常は同じメトロ エリア内のサイトに適用されます。VCF 4.2から新たに
NSX-T フェデレーションがサポートされるようになったことで拡張クラスターの要件がなくなり、さらに遠距離
に配置できるデュアルリージョン VCF インスタンスに対応できるようになりました。 

マルチ AZ（拡張クラスター） 
すべてのWLDは 2つの可用性ゾーンを超えて拡張できます。可用性ゾーンは同じデータ センター内の別
のラックまたは別のサーバー ルームに配置するか、あるいは地理的に位置が異なる 2つのデータセンターに
配置できます。これらの可用性ゾーンは通常同じメトロ エリアにあります。拡張クラスターの構成は、
VxRailの標準的な手順と、開発センターからスクリプトによって実行される自動化された手順とを組み合
わせて行います。スクリプトはコピーして SDDC Managerから実行できます。vSAN Witnessの導入、
構成は手動で行います。拡張クラスターvSANの構成は SDDC Managerによって自動化されます。 

VCF on VxRail拡張クラスター導入に適用される一般的な要件は以下のとおりです。 

• Witnessは VCF on VxRailのリリースで使用されているのと同じバージョンの vSphereを使用
して、3番目のサイトに導入します。 

• すべての拡張クラスター構成は、AZ1 と AZ2内のホスト数が同じで釣り合っている必要があり
ます。 

• 管理WLDの各サイトには少なくとも 4つのノードが必要です。 

• VI WLDの各サイトには少なくとも 3つのノードが必要です。 

注：VI WLD クラスターを拡張するには、まず管理WLD クラスターを拡張する必要があります。 

次のネットワーク要件は管理WLDおよび VI WLD クラスターに適用され、VVDの設計に従って AZ全
体に拡張する必要があります。 

• 外部管理トラフィック用に拡張されたレイヤー2 

• データ ノード サイト間の RTTが 5 ミリ秒 

• 各データ ノード サイトとWitnessサイトの間にレイヤー3の vSAN 

• データ ノード サイトとWitnessサイト間の RTTが 200 ミリ秒 

• AZ1および AZ2の Host TEPネットワークに DHCPが必要 

• Edge TEP用の拡張レイヤー2 と Edge ノード用のアップリンク ネットワーク 

注：VI WLDでは、アップリンクとエッジ TEPネットワークを拡張する必要がない場合は、異なるエッジ設計にできる
場合があります。VVDガイダンスに従っていない場合は、設計を決定する前に VMwareにご相談ください。 

次の条件に該当する場合、クラスターを拡張することはできません。 

• クラスターが NSX-Tホストのオーバーレイ ネットワーク TEP用の IPプールを使用している場合 

• リモート vSANのデータストアが任意のクラスターにマウントされている場合 
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図 46： 拡張クラスター ネットワークの要件 

次のセクションでは、サイト間ネットワークの要件についてWLDのタイプごとに説明します。 

 

マルチ AZ接続の要件 

次の表はさまざまなタイプのサイト間トラフィックについて、データ ノード サイトでサポートされる接続を示して
います。 

表 15： サイト接続とMTU 

トラフィックの種類 接続オプション 最小MTU 最大MTU デフォルト構成 

外部管理 拡張 L2 1500 9000 1500 

vSAN ルーティング L3 1500 9000 1500 

vMotion ルーティング L3/拡張 L2 1500 9000 1500 

Host TEP ルーティング L3 1,600 9000 9000 

Witness vSAN Witnessサイトにルーティ
ングされた L3 

1500 9000 1500 

管理WLD-Edge TEP 

（AVNが有効） 

拡張 L2 1,600 9000 9000 

管理WLD-Edgeアップリンク 01

（AVNが有効） 

拡張 L2 1500 9000 9000 

管理WLD-Edgeアップリンク 02

（AVNが有効） 
拡張 L2 1500 9000 9000 

VI WLD-Edge TEP 拡張 L2 1500 9000 ユーザー入力 

VI WLD-Edgeアップリンク 01 拡張 L2 1500 9000 ユーザー入力 

VI WLD-Edgeアップリンク 02 拡張 L2 1500 9000 ユーザー入力 

 



 第 9 章: マルチサイト設計に関する考慮事項 

 

71 VMware Cloud Foundation 4.2 on VxRail 7.0アーキテクチャ ガイド 
 
  

vSAN トラフィックのMTUを増やしてパフォーマンスを向上させるには、Witnessサイト向けのWitness ト
ラフィックのMTUも 9000にする必要があります。この設定にすると、ルーティングされたトラフィックがファイ
アウォールを通過する場合や、サイト間接続に VPNを使用する場合に問題が生じる可能性があります。
その対策としてWitness トラフィックを分離する方法がありますが、VCF on VxRailでは公式にはサポー
トされていません。 

注：Witness トラフィックの分離（WTS）は公式にはサポートされていませんが、WTSの手法が必要な場合は
RPQを介して構成をお手伝いすることもできます。Witness トラフィックの分離手法を用いた拡張クラスターでは、
手動でWTS インターフェイスを構成し、静的ルートを作成する必要があります。また、この手順は Day 2のノード
拡張にも影響を与えます。 

サイト間の vSAN トラフィックを拡張するにはレイヤー3ルーティング ネットワークを使用する必要がありま
す。vMotion トラフィックは拡張レイヤー2を使用するか、レイヤー3ルーティング ネットワークを使用して拡
張できます。推奨されるのはレイヤー3方式です。外部の管理トラフィックは必ず拡張レイヤー2にします。
これにより AZ1で障害が発生した場合も、管理 VMに IPを割り当てなおすことなく AZ2で再開できま
す。Geneveオーバーレイ ネットワークでは、各 AZで同じ VLANを使用することも別の VLANを使用す
ることもできます。同じ VLANの場合は拡張せずにそれぞれのサイトで使用でき、別の VLANの場合はそ
れぞれのサイトでトラフィックをサイト間にルーティングできます。次の表は管理WLDのサンプル VLAN と、
IPサブネットのサンプルを示したものです。 

表 16： 管理WLDのサンプル VLAN とサンプル IPサブネット 

トラフィックの種類 AZ1  AZ2 サンプル VLAN IP範囲のサンプル 

外部管理   1611（拡張） 172.16.11.0/24 

VxRail検出   3939 N/A 

vSAN   1612 172.16.12.0/24 

vMotion   1613 172.16.13.0/24 

Host TEP   1614 172.16.14.0/24 

Edge TEP   2711（拡張） 172.27.11.0/24 

Edgeアップリンク 01   2712（拡張） 172.27.12.0/24 

Edgeアップリンク 02    2713（拡張） 172.27.13.0/24 

vSAN   1621 172.16.21.0/24 

vMotion   1622 172.16.22.0/24 

Host TEP   1623 172.16.23.0/24 

 

VI WLDの VVD要件は管理WLD と同じですが、Edge ノードが Edge TEPに導入されている場合
は、アップリンク ネットワークがサイトをまたぐ拡張レイヤー2である必要があります。ただし要件を満たせない
場合は別の設計を実装できる可能性がありますので、プロジェクトの設計段階で代替案を VMwareにご
相談ください。 
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表 17： VI WLDのサンプル VLAN とサンプル IPサブネット 

トラフィックの種類 AZ1  AZ2 サンプル VLAN IP範囲のサンプル 

外部管理   1631（拡張） 172.16.31.0/24 

VxRail検出   3939 N/A 

vSAN   1632 172.16.32.0/24 

vMotion   1633 172.16.33.0/24 

Host TEP   1634 172.16.34.0/24 

Edge TEP   2731（拡張） 172.27.31.0/24 

Edgeアップリンク 01   2732（拡張） 172.27.32.0/24 

Edgeアップリンク 02    2733（拡張） 172.27.33.0/24 

vSAN   1641 172.16.41.0/24 

vMotion   1642 172.16.42.0/24 

Host TEP   1643 172.16.43.0/24 

 

次の図は、VCFマルチ AZ拡張クラスター導入用の管理WLD と最初のWLDに求められる VLANの
要件を示しています。 
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図 47： マルチ AZ（拡張クラスター）の VLANおよびネットワーク要件 
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拡張クラスター構成はデフォルトでは 1つ目の AZで管理 VMが実行されるように構成されています。この
構成は、通常の運用中は管理 VMが AZ1に属すホスト上で実行されるように定められた親和性ルール
と、ホスト/VMグループによって実現されています。次の図は管理WLD と NSX-T VI WLDの 1つ目のク
ラスターに対して拡張構成が完了した後の、管理 VM と NSX VMの配置を示しています。 

 

図 48： マルチ AZ コンポーネントのレイアウト 

 
このセクションでは、マルチ AZ導入に対応したさまざまな導入オプションについて説明します。管理WLD
クラスターは必ず拡張クラスターである必要がありますが、VI WLD クラスターはローカル、拡張、リモートの
いずれでも問題ありません。VI WLDには共有 NSX-T インスタンスを使用（1対多）するか、各 VI 
WLDに対して専用の NSX-T インスタンスを使用（1対 1）できます。最初の図は、拡張管理WLDが
配置された標準的なマルチ AZ拡張クラスター導入と、1つのクラスターと単一の NSX-T インスタンスが配
置された拡張 VI WLDを示したものです。  

  

マルチ AZのコン
ポーネント配置 

マルチ AZ対応ト 
ポロジー 
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図 49： 拡張管理WLD と単一の拡張 VI WLD 

次の図には拡張管理WLD と 2つの拡張 VI WLDがあり、この 2つの VI WLDには単一の NSX-T イ
ンスタンスが使用されています。さらに、VI WLD クラスターのどちらにも単一の NSX-T Edge クラスターが
使用されています。 
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図 50： 拡張管理WLD と 2つの拡張 VI WLD 
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次の図は、拡張クラスターを利用してそれぞれの AZでローカル、拡張、リモートの異なるクラスターを混
在させる方法を示した概念図です。このシナリオには、拡張管理WLD と、1個の NSX-T インスタンスが
配置された 2つの VI WLDがあります。1つ目の VI WLD には 1つの拡張クラスターがあります。2つ目
の VI WLD には 2つのクラスターがあり、1つ目のクラスターは管理WLD と同じ AZのローカル クラス
ターと見なされ、2つ目のクラスターはリモート クラスターと見なされます。従って後者のクラスターは、前掲
の「リモート クラスター」のセクションで説明されている要件を満たす必要があります。専用の NSX-T 
Edge クラスターは、AZ2のリモート エッジ クラスターに導入されます。 

 

図 51： ローカルの拡張管理および VI WLD01 と VI WLD02のリモート クラスター 
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次の図に示した最後のトポロジーは先ほどの設計とよく似ていますが、唯一違う点としてWLD02のネット
ワーク仮想化を管理するために 2つ目の NSX-T インスタンスが導入されています。これは各WLDに専
用の NSX-T インスタンスがある 1対 1の NSX-T設計と見なされます。またWLD02にはローカルとリ
モートのクラスター両方に専用のエッジがあり、これによってサイト間のトラフィック ヘアピンを防止し、サイトと
のトラフィックをローカル通信に留めることができます。 

 

図 52： ローカルの拡張管理および VI WLD01 - 1対 1の NSX-T設計による VI WLD02のリモート クラスター 
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前述のとおり、AVNが有効化されている場合は Edge ノードが導入され、vRealize Suiteの管理コン
ポーネントがそのネットワークを使用するように構成されます。マルチ AZ構成ではサイト全体で障害が起き
た場合に、AZ1を介した North/Southルーティングを AZ2にフェールオーバーする必要があります。この仕
組みは AZ2の TORスイッチを BGPネイバーとして Tier-0ゲートウェイに追加し、Tier-1からのトラフィッ
クがいずれかのサイトの TORを通過するようにすることで実現しています。BGPのローカル設定と Tier-0
ゲートウェイ上に構成されたパスの付加設定の両方を使用して、通常のオペレーション条件で AZ1からの
トラフィックを誘導するには、Day 2構成を手動で行う必要があります。この構成の概要については、VVD
ドキュメントの「NSX-T Data Center Configuration for Availability Zone 2 for the Management 
Domain in Region A」を参照してください。  

 

図 53： マルチ AZ - 管理WLDの VVDによるルーティング設計 

マルチサイト（デュアル リージョン） 
VCF 4.2からマルチサイト デュアル リージョン環境の基盤になる NSX-T フェデレーションがサポートされる
ようになりました。NSX-T フェデレーションを利用すれば、遠距離にある 2拠点のデータセンターに置かれた
2個の VCFインスタンスを接続して一元管理し、一貫したネットワーキングおよびセキュリティ ポリシー構
成を適用して運用状態を同期することができます。さらにマルチリージョンの VCF環境にわたって拡張ネッ
トワークと統合セキュリティ ポリシーを活用できるため、ワークロード モビリティーが実現し、ディザスター リカ
バリーがシンプルになります。導入と構成作業は VMware VVD ドキュメントの規範ガイダンスに沿って手
動で実施します。 

NSX-T Global Managerは NSX-T フェデレーションが必要なマルチリージョン環境の一部として機能し
ます。可用性を確保するためにクラスターとして導入されている NSX-T Global Managerは、中心的な
コンポーネントとして単一のグローバル管理プレーンの下で複数の NSX-T Local Manager インスタンスを
接続します。また、グローバル仮想ネットワーク セグメントやグローバルの Tier-0および Tier-1ゲートウェイ
などの NSX-Tグローバル オブジェクトを作成、構成、監視するためのユーザー インターフェイスと RESTful 
APIを提供します。 

管理WLDのマルチ
AZ - 拡張クラス
ターのルーティング 
設計 

NSX-T Global 
Manager 

https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.2/sddc-deployment-of-the-management-domain-in-the-first-region/GUID-9395024D-3B4B-4B0A-A980-40C0F0937D8B.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.2/sddc-deployment-of-the-management-domain-in-the-first-region/GUID-9395024D-3B4B-4B0A-A980-40C0F0937D8B.html
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接続されている NSX-T Local Manager インスタンスは、基盤となるソフトウェアデファインド ネットワーク
上に NSX-T Global Managerで定義したグローバル オブジェクトを作成します。個々のリージョンにある
NSX-T Local Manager インスタンスは、他のリージョンの NSX-T Local Manager インスタンスと直接
通信を行い、グローバル ポリシーの実装に必要な構成と状態を同期します。 

NSX-T フェデレーションの導入にあたって考慮しなければならない追加要件は、次のとおりです。 

• 次のノード間の往復時間は、150 ミリ秒以内に抑える必要があります。 

 Global Manager と Local Manager 

 Local Manager とリモート Local Manager 

• 各サイトにリモート トンネル エンドポイント（RTEP）VLAN（サイト間の通信に使用）が必要
です。 

• NSX-T フェデレーションを実行する場合は、管理WLDのサイズを適宜変更して、追加の
Global Manager クラスターを導入できる余地を確保する必要があります。 

• Global Managerおよび Local Managerアプライアンスにはすべてに NSX-T Data Center 
3.1.0以降がインストールされている必要があります。NSX-T フェデレーション環境内のすべてのア
プライアンスには同じバージョンがインストールされている必要があります。 

• Global Manager と Local Managerが通信を行うには所定のポートが開いている必要がありま
す。VMware Ports and Protocolsの NSX-T フェデレーション ポートを参照してください。 

NSX-T Global Manager クラスターはリージョン A とリージョン Bの管理WLDに導入されています。2つ
目のリージョンに属するクラスターはスタンバイとして機能し、1つ目のリージョン クラスターに障害が発生す
るか、通信が失われた場合にアクティブに切り替わります。3台のマネージャーVM と、フェデレーションの必
要がある各 NSX-T ドメインで構成されているクラスターには、各リージョンの管理ワークロードに NSX-T 
Global Manager クラスターが導入されている必要があります。次の図は、単一の NSX-T VI WLDを使
用したデュアル リージョン環境を示しています。Global Manager クラスターは管理WLD と VI WLD 
NSX-T ドメインの各拠点に導入されます。 

NSX-T フェデレー
ションの要件 

デュアル リージョンの
コンポーネント配置 

https://ports.vmware.com/home/NSX-T-Data-Center
https://ports.vmware.com/home/NSX-T-Data-Center
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図 54： マルチサイト – デュアル リージョン NSX-T Global Managerの配置  

デュアル リージョン環境には各リージョンに固有の NSX-T Edge クラスターがあります。各リージョンでは設
計は同一のものを使用しつつ、IPアドレス設計、VLAN ID、名前などのリージョン固有の情報を使用して
エッジ ノードとクラスターを導入します。各エッジ クラスターはそれぞれのリージョンおよびWLDの NSX-T 
Local Manager インスタンスによって管理されます。管理WLDを VCFに導入すると、すべての NSX-T
ネットワーク コンポーネントは管理WLDの NSX-T インスタンスに対してローカルになります。NSX-T フェデ
レーションの導入の一環で、ネットワーク コンポーネントが両リージョンをまたいで構成されます。NSX-T フェ
デレーションの導入の詳細については、VVDのドキュメント「デュアル リージョン SDDCにおける管理ドメイ
ンへの NSX-T フェデレーションの導入」に関する記事を参照してください。 

リージョン間のワークロード トラフィックはリージョン間のオーバーレイ トンネルを通り、NSX-T Edge ノードの
RTEPで終端します。このリージョン間通信をサポートするには、エッジ ノードに追加の RTEP VLANをプ
ロビジョニングする必要があります。リージョン内に複数の可用性ゾーンがある場合は、このネットワークを
リージョン Aのすべての可用性ゾーンに拡張する必要があります。 

リージョン間接続 

https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.2/sddc-deployment-of-the-management-domain-in-the-second-region/GUID-156D5ECC-FD9A-4C05-AB10-1FCF1F78EB82.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.2/sddc-deployment-of-the-management-domain-in-the-second-region/GUID-156D5ECC-FD9A-4C05-AB10-1FCF1F78EB82.html
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VVDによるルーティング設計では North/South トラフィックにリージョン設定を使用し、ローカル出口は使
用しません。すべてのセグメントには、そのセグメントにおけるネットワーク トラフィックの入口および出口として
使用される優先リージョンとフェールオーバー リージョンがあります。これにより非対称ルーティングを防ぐにあ
たっての複雑さが解消され、物理ネットワーク層のローカルへの入口を制御できます。North/Southルー
ティング設計の詳細については、VVDのドキュメント「管理ドメインのマルチリージョン SDDCにおける
NSX-Tルーティング」を参照してください。 

NSX-T Global Managerは手動で VCFの外に導入します。そのコンポーネントのライフ サイクルは、
SDDC Managerの外で実施される必要があります。これは SDDC Managerが Global Managerに
対応していないためです。NSX-T Global Managerのアップグレードは、Global Managerアプライアン
スで使用できる Upgrade Coordinatorを利用して実行します。NSX-T フェデレーションを導入済みの状
態で VCFのアップグレードを計画する際は、以下の点を考慮してください。 

• WLDをアップグレードする前にその影響を評価し、NSX-T Global Managerをアップグレードす
る必要があるかを検討する必要があります。 

• NSX-T Upgrade Coordinatorを使用して NSX-T Global Managerアプライアンスのライフ サ
イクル管理を実行します。 

• NSX-T Global Managerをアップグレードする前に、既存の NSX-T Local Manager とWLD
へのバージョン変更による影響を評価する必要があります。 

複数の VCFインスタンスへの SSOに関する考慮事項 
VxRailバージョン 4.7.300以降では、初回起動時に既存の SSO ドメインに参加できます。これにより、
VCF on VxRailの 2つの管理WLDを同じ SSO ドメインに参加させることができます。ドメインへの参加
は 2つ目の VCF インスタンスの導入時に設定する必要があります。この設定をしておくことで、各サイトの
管理画面とWLD vCenterを 1画面で表示できるようになります。考慮すべき重要な要素は次のとおり
です。 

• 同じ SSO ドメインに参加する、各 VCF インスタンスの vCenterは拡張リンク モード（ELM）で
接続されています。 

• WLDの最大数は半分に減少します。 

• 2個の VCFインスタンス間で合計 15のWLDを共有できます。この制限は ELMに接続できる
vCenterの最大数によるものです。 

• レプリケーションの構成は循環利用の設計にする必要があります。 

• サイト 2からサイト 1を参照させるには手動での構成が必要です。 

マルチリージョン 
ルーティングの設計 

LCMに関する考慮
事項 

https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.2/sddc-architecture-and-design-for-the-management-domain/GUID-67287298-E956-43BF-9A90-E4349C05A0CE.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.2/sddc-architecture-and-design-for-the-management-domain/GUID-67287298-E956-43BF-9A90-E4349C05A0CE.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.2/sddc-architecture-and-design-for-the-management-domain/GUID-67287298-E956-43BF-9A90-E4349C05A0CE.html
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図 55： 2つの VCFインスタンスがある場合の共有 SSO ドメイン トポロジー 

 

VCFマルチインスタンスによる共有 SSO ドメイン環境をアップグレードする場合には、考慮しなければなら
ない要素がいくつかあります。同じ SSOを構成する VCFインスタンスをアップグレードするシステム管理者
は、事前に次のガイドラインの内容を検討し、細心の注意を払って VCF インスタンスをアップグレードしてく
ださい。 

• 同じ SSO に属するすべての VCF インスタンスを同じバージョンの VCF on VxRail に揃えてく
ださい。 

• アップグレード作業はそれぞれの VCF on VxRailシステムで順番に実行する必要があります。 

• 同じ SSOのすべての VCFインスタンスを Nまたは N-1のバージョンにします。 

• 参加している VCFインスタンスが N-2のバージョンになってしまうような VCFインスタンスは、アッ
プグレードしないでください。 

• VCF LCMの互換性ルールは、外部の VCF インスタンスには拡張されません。 

ある VCFインスタンスをアップグレードした結果、共有 SSO ドメインに参加しているコンポーネント間の互
換性が損なわれるという事態を未然に防ぐ対策はありません。 

  

将来のアップグレー
ドに関する考慮事項 
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第 10 章 Operations Managementアーキテクチャ 

この章は、次のトピックで構成されています。 

はじめに ................................................................................................................. 85 

VxRail vCenter UI ............................................................................................... 85 

vRealize Log Insight........................................................................................... 86 

vRealize Operations ........................................................................................... 86 
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はじめに 
VCF on VxRailソリューションでは、さまざまなコンポーネントを導入して SDDC内のソリューションの一元
的な管理やログをサポートできます。vRealize Lifecycle Manager VMは vRealize Suiteのコンポー
ネントを導入するために使用できる、SDDC Managerから導入できるコンポーネントです。このセクション
ではその詳細について説明します。 

 

図 56： 監視とログ操作 

VxRail vCenter UI 
VxRail vCenter HTML 5プラグインには、VxRail クラスターの論理および物理コンポーネントの正常性
を監視できる豊富な機能が用意されています。たとえばリンクして起動する機能により、ダッシュボードで各
VxRailアプライアンスの物理レイアウトを表示したり、物理ハードウェア コンポーネントの状態を確認したり
できます。VxRail Managerは vCenterのイベントおよびアラームと完全に統合されています。VxRailに
根本的な問題がある場合はイベントが発生し、問題が存在することがアラームによってユーザーに通知さ
れます。 
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vRealize Log Insight 
VMware vRealize Log Insightはログの集約、分析、検索機能と統合されたクラウド運用管理のアプ
ローチを組み合わせることでログの管理を自動化します。これにより動的なハイブリッドクラウド環境でプロア
クティブなサービス レベルを実現し運用効率を高めるのに欠かせない運用上のインテリジェンスと、企業全
体を視野に入れた可視性が得られます。vRealize Log Insightによるログ設計の詳細については、
vRealize Log Insightのアーキテクチャに関する記事を参照してください。vRealize Log Insightの導入
は VVDの導入ガイダンスに従って、vRealize Lifecycle Managerから実施する必要があります。リー
ジョン Aでの vRealize Log Insightの実装に関する記事を参照してください。 

 

図 57： Log Insightの VVD設計 

vRealize Operations 
VMware vRealize Operationsは、アプリケーションからインフラストラクチャに至るまで自己駆動型の運
用によって SDDCやマルチクラウド環境を最適化、計画、拡張します。この拡張性や直感的に優れた運
用プラットフォームによって SDDC とクラウドの管理の自動化、一元化が可能になり、インテントや効率的
な容量管理、プロアクティブな計画、インテリジェントな修復に基づいてパフォーマンスを継続的に最適化で
きます。vRealize Operations Managerの運用ダッシュボードを活用すればインフラストラクチャの正常
性やリスク、効率性を可視化した分析情報を取得できるだけでなく、パフォーマンス管理や容量の最適化
機能を利用できます。vRealize Operationsを導入するには、まず SDDC Managerから vRealize 
Suite Lifecycle Managerを導入する必要があります。 

https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.2/sddc-architecture-and-design-for-cloud-operations-and-automation/GUID-B12270DD-B5DB-479A-A7F6-EB6C16CB3A16.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.2/sddc-architecture-and-design-for-cloud-operations-and-automation/GUID-B12270DD-B5DB-479A-A7F6-EB6C16CB3A16.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.2/sddc-deployment-of-cloud-operations-and-automation/GUID-44EC5801-A038-40D3-96F4-7E622BD36262.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.2/sddc-deployment-of-cloud-operations-and-automation/GUID-44EC5801-A038-40D3-96F4-7E622BD36262.html
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図 58： vRealize Operationsの VVD設計 

vRealize Operationsの設計の詳細については、vRealize Operationsの VVD設計に関する記事を
参照してください。vRealize Operationsの導入は VVDの導入ガイダンスに従って、vRealize 
Lifecycle Managerから実施する必要があります。リージョン Aでの vRealize Operations Manager
の実装に関する記事を参照してください。 

 

https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.2/sddc-architecture-and-design-for-cloud-operations-and-automation/GUID-230E99E0-39C7-4B0F-9674-A30DBC339C90.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.2/sddc-architecture-and-design-for-cloud-operations-and-automation/GUID-230E99E0-39C7-4B0F-9674-A30DBC339C90.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.2/sddc-deployment-of-cloud-operations-and-automation/GUID-C4A8EA0B-C1D4-4782-985C-3B8B7591AF9C.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.2/sddc-deployment-of-cloud-operations-and-automation/GUID-C4A8EA0B-C1D4-4782-985C-3B8B7591AF9C.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.2/sddc-deployment-of-cloud-operations-and-automation/GUID-C4A8EA0B-C1D4-4782-985C-3B8B7591AF9C.html
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第 11 章 ライフサイクル管理 

この章は、次のトピックで構成されています。 

はじめに ................................................................................................................. 89 

vRealize Suite Lifecycle Manager ..................................................................... 90 
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はじめに 
ハードウェアとソフトウェア スタック全体をカバーする完全なエンドツーエンドのライフサイクルは、VCF on 
VxRailの主なメリットの 1つに数えられます。ハードウェアをはじめとするクラウド インフラストラクチャ スタック
全体で扱いやすいライフサイクル自動化が実現し、データセンターの運用が根本からシンプルになります。
SDDC Managerはそれぞれのクラスターの VxRail Manager と完全に統合され、エンドツーエンドのライ
フサイクル プロセスを調整する役割を担います。VxRailのハードウェアおよびソフトウェアのライフサイクル
は、SDDC Managerによって調整されます。各クラスターの基盤となるハードウェア、ファームウェア、
vSphere ESXi、vSANのアップグレード プロセスは、VxRail Managerが管理します。 

 

図 59： VCF on VxRailの LCM コンポーネント 

適切なアップグレード バンドルをダウンロードするには、My VMwareアカウントの認証情報と Dell EMC
サポートのアカウントを LCMプロセスで指定する必要があります。VMware とデル・テクノロジーズによって
アップデートが検証され、ネイティブの VCFおよび Dell EMC VxRailアップグレード バンドルによって配布
されます。利用可能なアップデートの通知を受けたら、アップグレードを開始する前にアップグレード バンドル
を手動でダウンロードし、SDDC Managerにステージングする必要があります。 

注：管理WLDを最初にアップグレードしてください。管理WLDに適用してからでなければ、VxRail VI WLDに
アップグレードを適用できません。  
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vRealize Suite Lifecycle Manager 
VMware vRealize Suite Lifecycle Managerは、vRealize Suiteの LCMを自動化します。
vRealize Log Insight、vRealize Operations、vRealize Automationのコンポーネントを導入するに
は、まず Lifecycle Managerを導入する必要があります。vRealize Suite Lifecycle Managerには、
vRealize Suite環境の LCM運用と連携し調整するのに必要な、機能上の要素が含まれています。
vRLCMバンドルは、SDDC Managerを使用して VCFバンドル リポジトリーからダウンロードします。バン
ドルをダウンロードしたら、SDDC Manager vRealize Suite タブから vRLCMをインストールできます。
AVNが有効になっている場合は、vRLCM VMは xRegion NSX-Tセグメントに導入されます。無効に
なっている場合は VMware KBの次の記事（https://kb.vmware.com/s/article/80864）で説明され
ている手順に従って、VLANでバックアップされたネットワークに vRLCM VMを導入する必要があります。 

 

  

https://kb.vmware.com/s/article/80864
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第 12 章 クラウド管理アーキテクチャ 

この章は、次のトピックで構成されています。 

vRealize Automation .......................................................................................... 92 
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vRealize Automation 
vRealize Automationは柔軟な分散アーキテクチャによって、マルチベンダーによる多数の仮想、物理、クラ
ウド プラットフォームのすべてに対し、セルフサービス方式のプロビジョニング、ITサービスの提供、クラウド サー
ビスのライフサイクル管理を提供します。また、安全なポータルを提供することにより、認定された管理者、開
発者、ビジネス ユーザーは、新しい ITサービスをリクエストしたり、定義済みのユーザー固有のサービス カタロ
グから既存のシステム リソースを管理したりできます。vRealize Automationの設計については、vRealize 
Automationの論理設計に関する記事を参照してください。VVDのガイダンスに沿った vRealize 
Automationの導入方法については、「vRealize Automation Implementation in Region A」を参照して
ください。 

vRealize Automationを導入する前に、SDDC Managerから vRealize Lifecycle Mangerを導入する
必要があります。これは vRealize Suiteコンポーネントの導入とライフサイクルの管理に使用されます。  

 

 

 

 

https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.2/sddc-architecture-and-design-for-cloud-operations-and-automation/GUID-BC75D305-2119-4F48-9A01-4ABB1ACC7FBD.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.2/sddc-architecture-and-design-for-cloud-operations-and-automation/GUID-BC75D305-2119-4F48-9A01-4ABB1ACC7FBD.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.2/sddc-architecture-and-design-for-cloud-operations-and-automation/GUID-BC75D305-2119-4F48-9A01-4ABB1ACC7FBD.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-Validated-Design/6.2/sddc-deployment-of-cloud-operations-and-automation/GUID-06A83FC0-6D68-4C67-9AF2-25E2F8EAB379.html

